
Ⅳ市民学習 ･ 市民活動活性化学習事業の概要 
　地域課題や生活課題の解決に向け、市民が自分たちで企画提案

し、市民館等と「協働」で学びの場を創っていく市民自主学級 ･

市民自主企画事業や、地域文化 ･ 芸術を創造していこうとする表

現 ･ 舞台活動支援などの事業を幅広く展開した。

　また、広く市民の活動や市民生涯学習グループのエンパワーメ

ントに資するため、生涯学習的側面から支援していく各種事業を

行った。

1　市民自主学級�市民自主企画事業

（1）企画提案会
　	　学級・事業を企画提案したグループ・個人、市民館等の館長、各館運営審議会委員等を基本構成員とし

て、次年度に実施する事業を民主的な協議により決定した。

（2）市民自主学級
　	　地域や社会の課題などの解決に向けた市民の学習の場づくりを、市民と行政の協働により行い、市民の

主体的な生涯学習を支援した。市民が担い手になって市民同士の学び合いの場を創ることを通して、新し

い公共性の確立及び自主的な市民学習グループの力量形成が図られた。

（3）市民自主企画事業
　	　地域の特性に応じた生涯学習・文化・芸術の振興や、市民の交流、市民活動ネットワーク化などに向け

た多様な形態での学習事業を、市民と行政の協働により実施し、市民の主体的な生涯学習を支援した。市

民が担い手になって市民同士の学び合いの場を創ることを通して、新しい公共性の確立及び自主的な市民

学習グループの力量形成が図られた。

2　市民エンパワーメント事業

（1）市民エンパワーメント研修
　	　市民活動・ボランティア活動に関する学習機会を提供することにより、市民自らが考えながら生活・地

域課題等に取り組むことができるように、市民全体の地域づくりを支援する学びを実施した。

（2）ＰＴＡ活動研修
　	　子どもの健やかな成長を支えるＰＴＡ活動のため、各区でそれぞれの特性を活かしながら、これからの

ＰＴＡ活動のあり方や可能性を考える研修を実施した。

（3）生涯学習交流集会
　	　市民主体の生涯学習 ･ 社会教育に向けて市民と職員が共に考える場として、「市民自主学級 ･ 市民自主

企画事業」の報告を含めた発表交流会を多くの館で行い、これからの生涯学習について話し合った。
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3　表現 ･舞台活動支援事業
　	　様々な手法による市民の主体的で自由な表現活動を振興し、地域に根ざした市民の文化創造に資するた

め、中原市民館、多摩市民館、麻生市民館の３館で各館の特色を生かして実施した。

4　学習情報提供 ･学習相談事業
　	　市民の学習と活動の支援策の一環として、様々な学習情報・市民活動情報を収集・整理し、公開・提供し、

市民活動を支える市民相互援助システムづくりを図った。
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館名 内容・開催日 企画提案会構成員 選考会構成員 応募・決定状況

教
文

市民自主学級
2 月 28 日（土）

川崎区副区長
教育文化会館長
教育文化会館運営審議会委員 2 人
提案者

川崎区副区長
教育文化会館長
教育文化会館運営審議会委員 3 人

グ 2
決定 1

市民自主企画事業
2 月 28 日（土）

グ 2
決定 2

市民自主企画事業
（再募集）
7 月 29 日（水）

グ 1
決定 1

大
師

市民自主学級
2 月 28 日（土）

川崎区副区長
教育文化会館長
教育文化会館運営審議会委員 2 人
提案者

川崎区副区長
教育文化会館長
教育文化会館運営審議会委員 2 人

グ 1
決定 1

市民自主企画事業
2 月 28 日（土）

グ 2
決定 2

田
島

市民自主学級
2 月 28 日（土）

川崎区副区長
教育文化会館長
教育文化会館運営審議会委員 2 人
提案者

川崎区副区長
教育文化会館長
教育文化会館運営審議会委員 2 人

グ 1
決定 1

市民自主企画事業
2 月 28 日（土）

グ 1
決定 1

幸

市民自主学級
2 月 21 日（土）

幸市民館館長
幸市民館運営審議会委員
提案者

幸市民館館長
幸市民館運営審議会委員

グ 2
決 2

市民自主企画事業
2 月 21 日（土）

グ 6　
決定 6

（うち 2 件事情に
より取りやめ）

日
吉

市民自主学級
2 月 21 日（土）

幸市民館館長
幸市民館日吉分館館長
幸市民館運営審議会委員 2 人
提案者

幸市民館館長
幸市民館日吉分館館長
幸市民館運営審議会委員 2 人

グ 1
決定 1

市民自主企画事業
2 月 21 日（土）

グ 2
決定 2

中
原

市民自主学級
2 月 21 日（日） 中原市民館館長	

中原市民館運営審議会委員 4 人
提案者

中原市民館館長
中原市民館運営審議会委員 7 人

グ	3
決定	3

市民自主企画事業
2 月 21 日（日）

グ	2
決定	2

高
津

市民自主学級
2 月 21 日（土）

高津市民館館長
高津市民館運営審議会委員 4 人
社会教育関係団体代表
提案者

高津市民館館長
高津市民館運営審議会委員 4 人
社会教育関係団体代表

グ 1
決定 1

市民自主企画事業
2 月 21 日（土）

グ 2
決定 1

市民自主学級
（再募集）
9 月 18 日（金） 高津市民館運営審議会委員 5 人

提案者
高津市民館運営審議会委員 5 人

グ 1
決定 1

市民自主企画事業
（再募集）
9 月 18 日（金）

グ 2
決定 2

橘

市民自主学級
2 月 14 日（日）

高津市民館橘分館館長
高津市民館運営審議会委員 2 人
社会教育関係団体代表
提案者

高津市民館橘分館館長
高津市民館運営審議会委員 2 人
社会教育関係団体代表

グ 2
決定 2

市民自主企画事業
2 月 14 日（日）

グ 3
決定 3

宮
前

市民自主学級
2 月 22 日（日） 宮前市民館館長

宮前市民館運営審議会委員 3 人
提案者

宮前市民館館長
宮前市民館運営審議会委員 3 人
提案者

グ 2
決定 2

市民自主企画事業
2 月 22 日（日）

グ 3
決定 3

菅
生

市民自主学級
2 月 28 日（土）

宮前市民館長
宮前市民館運営審議会委員 2 人
菅生中学校区地域教育会議委員 2 人
提案者

宮前市民館長
宮前市民館運営審議会委員 2 人
菅生中学校区地域教育会議委員
2 人

グ 2
決定 2

市民自主企画事業
2 月 28 日（土）

グ 5
決定 5
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多
摩

市民自主学級
2 月 28 日（土）

多摩市民館長
多摩市民館運営審議会委員 3 人
多摩区役所まちづくり推進部
企画課長
提案者

多摩市民館長
多摩市民館運営審議会委員 3 人
多摩区役所まちづくり推進部
企画課長

グ 2
決定 2

市民自主企画
2 月 28 日（土）

グ 2、個 1
決定 3

麻
生

市民自主学級
2 月 21 日（土） 麻生市民館長

麻生市民館運営審議会委員
麻生区地域教育会議委員
麻生区 PTA 協議会委員
提案者

麻生市民館長
麻生市民館運営審議会委員
麻生区地域教育会議委員
麻生区 PTA 協議会委員

グ 2
決定 1

市民自主企画事業
2 月 21 日（土）

グ 4
決定 4

市民自主学級
（再募集）
7 月 11 日（土）

グ 1
決定 1

岡
上

市民自主学級
2 月 28 日（土）

麻生市民館館長
麻生市民館岡上分館館長
麻生市民館運営審議会委員
麻生区地域教育会議委員
社会教育経験者
提案者

麻生市民館館長
麻生市民館岡上分館館長
麻生市民館運営審議会委員
麻生区地域教育会議委員
社会教育経験者

グ 2
決定 2

市民自主企画事業
2 月 28 日（土）

グ 4
決定 4

グ…グループ提案数

個…個人提案数

決定…決定件数
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教文　育ちあいスクール　レインボースカイ
主　　題：大人と子どもと障がいのある人と ●実施団体：育ち会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 6 13 土 開講式
英会話 1 自己紹介など 英語教師　	 菊池　鐡也

2 7 18 土 理科実験 音と笛～空気の振動を通して音が伝
わる仕組みを学ぶ 蔵前理科教室不思議ふしぎ

3 8 1 土 環境学習 1 エコバックを作る リフォーム工房緑の風

4 9 12 土 英会話 2 夏の思い出を英語で話す 	 菊池　鐡也

5 10 10 土 野外学習 藍染を体験する 川崎市立民家園伝統工芸館

6 11 14 土 環境学習 2 ごみ分別を学ぶ 川崎市地球温暖化防止活動推進セン
ター

7 12 19 土 英会話 3 英語でクリスマスを祝う
	 菊池　鐡也

8 1 16 土 英会話 4
閉講式 英語でお正月紹介をする

●開設場所　県立川崎高校　他 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　地域の小学生から成人まで

●参加者数　20 人（男 12 人、8人） ●延べ人数　154 人

●企画委員会　8回 ●企画委員　6人

教文　地域の中で発達障がいの子に寄り添う子育て
主　　題：同じ悩みを持つ親同士がつながり、発達障がいの知識を深める

 ●実施団体：パステル・アンジュ

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 6 11 木 オリエンテーション 自己紹介
これからの学習に向けて 	 企画運営委員

2 18 木 個性とは ありのままの子供を受け入れるため
に ･･･

ピアカウンセラー
	 山田　利絵

3 7 2 木 行政の支援体制とは 川崎の支援体制を知る 川崎市南部地域療育センター
副所長　	 小島　久美子

4 16 木 子どもとの距離を考える 精神母子分離について 川崎幸クリニック
臨床心理士　	 稲富　正治

5 9 3 木 みんなで話そう 前半の振り返り
後半の学習に向けて 	 企画運営委員

6 17 木 学習障がいとは 学習障がいとは・・・ 川崎市発達相談支援センター
所長	 　阿佐野　智昭

7 10 8 木 全ての子どもたちが尊重
し合うために

気になる子と周りの子が、ともに成
長していくために

東京家政大学　こども支援学科
専任講師	 　守	巧

8 22 木 作業療法を学ぶ 子どもの感覚と、家で出来るトレー
ニング

川崎市南部地域療育センター
作業療法士　	 高田　靖子

9 11 5 木 家族との関わり きょうだい児への関わりについて 川崎市西部地域療育センター
ケースワーカー　	 板垣　輝美

10 26 木 前向きに子育てしていく
ために ママたちに向けて 社会福祉法人たっちほどがや

所長	 　武居　光

●開設場所　教育文化会館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　小学生の発達障がいの疑いのある又は、発達障がいのあるお子さんのいる保護者

●参加者数　26 人（男 0人、女 26 人） ●延べ人数　176 人

●企画委員会　15 回 ●企画委員　5人

●保育内容　自由遊び ●保育参加者数　5人（男 2人、女 3人）

●保 育 者　保育ボランティアグループ「いくいく」
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大師　実践シニアライフＮｏ．3�～何でもやってみようよ～
主　　題：シニア世代の交流を図り、習得した知識・技能を地域で活かす

 ●実施団体：アクティブシニア倶楽部

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 17 木 受講者同士のコミュニ
ケーションを図る

オリエンテーション
自己紹介 	 企画運営委員

2 10 1 木 人に喜んでもらえる物づ
くりを学ぶ からくり玩具作り（かわり屏風） 	 企画運営委員

3 15 木 川崎に多く残る自然を実
際に歩いて知る 「柿生の峰をめぐる散歩道」を歩く

川崎フロンターレ　営業部
	 岡本　健吾
	 企画運営委員

4 11 5 木 川崎区の歴史の学習　僧
侶と川崎大師を探訪 川崎大師地区の文化・歴史を知る 川崎大師平間寺護持信徒課　課長

	 佐藤　芳昌

5 19 木 睡眠について知り、質の
良い眠りを学ぶ 睡眠のメカニズムを知る 北里大学看護学部　教授

	 田中　美加

6 12 3 木 脳と身体の活かし方を学
ぶ 脳と身体を若く保つ

川崎幸病院　職員
大師中央地域包括支援センター
	 職員

7 17 木 折り紙で脳を活性化させ
る 折り紙で「おもちゃ」づくり 折り紙講師　	 尾形　博子

8 1 14 木 人間関係の問題を解決す
るスキルを学ぶ

対人コミュニケーションスキルを知
る

ハートランドグループアサーティブ
ヒューマンセンター
代表　	 有野　享子

9 2 4 木 次の活動へ向かうために まとめと今後について 	 企画運営委員

●開設場所　大師分館　他 ●時 間 帯　主に 13：30 ～ 15：30

●対　　象　市内在住のシニア世代

●参加者数　24 人（男 5人、女 19 人） ●延べ人数　154 人

●企画委員会　9回 ●企画委員　8人

田島　田島なかよしくらぶ
主　　題：様々な体験を通して、地域の大人と子どもの交流を促進する

 ●実施団体：地域の大人と子ども交流事業企画運営委員会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 8 9 日 お互いを知りあう 初めの会と竹トンボ作り 元小学校校長	 　平川　謙二郎

2 9 13 日 子どもと大人が一緒に体
験し学ぶ

クロネコヤマト物流ターミナルの見
学

クロネコヤマト物流ターミナル
	 担当者

3 10 4 日 地域の多様な大人と一緒
に体験し交流を図る

ビー玉公園のお掃除と花壇作り 追分町老人会　会長　	 清野　剛

4 11 8 日 葵の園（介護老人保健施設）訪問　 葵の園	 　職員

5 12 13 日

子どもと大人が一緒に体
験し学ぶ

スポーツチャンバラ体験 スポーツチャンバラ協会
	 田村　勝家、金矢　秀二

6
1 16 土

プラザ田島まつりでカフェ運営体験 	 企画運営委員
17 日

7 2 14 日 初めての茶道体験 如月会

8 3 6 日 今までの活動を振り返る 調理実習と終わりの会 	 企画運営委員

●開設場所　プラザ田島・葵の園　他 ●時 間 帯　主に 10：00 ～ 12：00

●対　　象　区内の小学生

●参加者数　20 人（男 7人、女 13 人） ●延べ人数　115 人

●企画委員会　5回 ●企画委員　5人
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幸　さいわいイクメンクラブ 2015
主　　題：ワークライフバランスの促進と地域の人間関係の構築

 ●実施団体：さいわいイクメンクラブ

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 6 日

仕事と家庭・地域の調和
を図る方法や子育ての実
践について学び、地域や
家庭を考える第一歩とす
る

川崎市幸区を親子で知り尽くそう！
～パパと子どもによるオリジナル
マップ作り～

イクメンクラブ企画委員

2 13 日 ママも喜ぶスイーツ作りに挑戦 パパ料理研究家	 　滝村　雅晴

3 10 25 日 子どもにかかるお金はいくら？ ファイナンシャルプランナー
	 有資格者

4 11 8 日 ほめて伸ばす楽しい子育て ㈳日本ほめる達人協会	 　樫村　学

5 23 月 子どもがケガ！さあ、どうする？ 日本赤十字社　神奈川県支部

●開設場所　幸市民館他 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　関心のある方

●参加者数　13 人（男 12 人、女 1人） ●延べ人数　39 人

●企画委員会　3回 ●企画委員　5人

●保育内容　自由遊び ●保育参加者数　5人（男 2人、女 3人）

●保 育 者　幸保育学習会

幸　ぴんぴんころり入門
主　　題：「健康長寿」自立推進者と支援者の育成

 ●実施団体：さいわい活動支援協議会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 10 木

「健康長寿」自立推進者
と支援者の育成を目的と
し、専門家による講義と
助言を受けて参加者側の

「ワークショップ」によ
る各自のモチベーション
アップ

インストラクションに向けた知識基
盤構築 	 実施団体メンバー

2 10 5 月 「認知症の理解と予防」 幸クリニック
	 杉山　孝博

3 11 17 火 「口から始まる健康長寿」 須貝歯科医院　院長　	 須貝　昭弘

4 12 15 火 「健康長寿のための栄養バランス生
活」 地域活動栄養士　	 中村　広美

5 1 19 火 イキイキ・繋がり作り 参画育み工房　	 竹迫　和代

6 2 16 火 まとめ 	 実施団体メンバー

●開設場所　幸市民館 ●時 間 帯　主に 14：00 ～ 16：00

●対　　象　関心のある方

●参加者数　45 人（男 8人、女 13 人） ●延べ人数　123 人

●企画委員会　5回 ●企画委員　6人
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日吉　花とハーブでリフレッシュ 2015
主　　題：緑花活動を通じて仲間作りができる場を提供する

 ●実施団体：夢見緑花会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 5 12 火 緑のカーテンについて、
育て方を学ぶ

つる性植物や緑のカーテンについて
学ぶ

緑化センター　元緑化相談員
	 佐久間　哲

2 6 9 火 ダンボールコンポストに
ついて学ぶ ダンボールコンポストについて学ぶ 川崎市生ごみリサイクルリーダー

	 阿部　貴紅子

3 7 7 火 ハーブの様々な活用法を
学ぶ

身近なハーブの種類や一年を通した
育て方、ハーブのさし芽水耕栽培を
学ぶ

園芸家
	 深町　貴子

4 8 4 火 ダンボールコンポストア
フターフォロー

ダンボールコンポストのアフター
フォロー講座。初心者の悩みＱ＆Ａ
など

	 阿部　貴紅子

5 9 15 火 ハーブ料理を学び、受講
者同士の交流

ハーブを使った料理作りと料理をお
いしくするヒントを学ぶ 料理研究家	 鈴木　記美恵

6 10 13 火 振りかえりと今後の活動
について考える

植物の種について学び、育てること
で、花いっぱいの春づくりに備える 	 佐久間　哲

●開設場所　日吉分館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　関心のある方

●参加者数　20 人（男 0人、女 20 人） ●延べ人数　88 人

●企画委員会　8回 ●企画委員　11 人

中原　シニアのための初めての朗読Ⅱ
主　　題：シニア世代の心を豊かにし、健康維持を図る

 ●実施団体：朗読グループ「清風」

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 8 火 導入 朗読の基本を学び楽しさを実感する

（第 1 回～第 12 回の講師）
元思博外国語学校日本語講師
	 田中　恵子

社会福祉法人・日本盲人会連合
点字図書館音訳ボランティア指導者
養成員
	 小嶋　裕子

（第 6 回朗読実践）
朗読ボランティア	 　吉田　和子
　　　〃　　　　		 	吉川　みつこ

2 29 火
発声練習

声を出し、身体をほぐす

3 10 13 火 言葉の意味を正確に意識しながら詩
を読む

4 27 火

読み方を学ぶ

小説を読みながら作者の思想・感覚・
情感を理解する

5 11 10 火 想いが伝わる読み方を学ぶ

6 24 火 講師の朗読を聴き、自分の朗読に生
かす

7 12 8 火 受講者同士の朗読を聴くことを通し
て、朗読を深く味わう

8 22 火 好きな作品を選び、みんなの前で読
む

9 1 12 火 人前で読む練習 実践に向けて作品を選び、読む箇所
や役どころを決める

10 26 火 人前で実践する 施設で読んでみる

11 2 9 火 発表会を行い、講義で学
んだことを実践

好きな作品を選び、みんなの前で読
む12 23 火

●開設場所　中原市民館　他 ●時 間 帯　13：30 ～ 15：30

●対　　象　概ね 50 歳以上の方

●参加者数　20 人（男 2人、女 18 人） ●延べ人数　172 人

●企画委員会　7回 ●企画委員　5人
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中原　新米ママの楽しい子育て
主　　題：第 1子が 0歳の親子を対象に親子同室で学ぶ子育て講座

 ●実施団体：子育て支援グループ「バンビ」

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 7 6 月 自己紹介をし、お互いに
知り合う

学級の説明～初めての子育てに関す
る素直な気持ちを出し合う 	 企画運営委員

2 8 3 月 生活の変化について考え
る

赤ちゃんのいる生活とパートナーと
の関係を考える

洗足こども短期大学　客員教授
	 松田　笑美子

3 9 7 月 赤ちゃんと「触れ合う」
時間を考える

絵本を通して「触れ合う」～絵本の
選び方と読み方を学ぶ

ブックサークルおはなしもり
代表　	 栗原　厚子　他 4 名

4 10 5 月 親子で健康に～健康管理
方法を学ぶ

赤ちゃんの健康管理と接し方を考え
る

中原区役所児童家庭課　
課長補佐　	 永井　麻由美
主任　	 濵田　和美

5 11 2 月 まとめ 前向きな子育てを目指して～仲間づ
くりを図る 	 企画運営委員

●開設場所　中原市民館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　第一子が平成 27 年生まれの親子

●参加者数　20 組 ●延べ人数　83 組

●企画委員会　8回 ●企画委員　5人

中原　小学校図書ボランティア�読み聞かせの為の本の選び方講座
主　　題：子どもたちの健全な育成のために読書環境を充実させる

 ●実施団体：中原区・子どもと本を考える会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 6 18 木 導入 小学校での読み聞かせボランティア
について考える

三月文庫　主宰
宮前区小学校図書ボランティアの会　
代表	 　伊藤　千代子
子どもと本のアドバイザー
	 向井　惇子

2 7 2 木
子どもの発達段階に適し
た本を知る

初めての絵本の特徴について学ぶ

子どもと本のアドバイザー
	 向井　惇子

3 9 木 低学年向けの絵本の特徴を学ぶ

4 9 10 木 絵本の読み聞かせを実践する

5 17 木 読むこと・聞くことを体
験する 昔話の絵本について学ぶ

6 10 1 木

子どもの発達段階に適し
た本を知る

読んでもらう読書から読む読書への
変化を考える

7 	 15 木 高学年向けの絵本の特徴を学ぶ

8 22 木 高学年向けの絵本の特徴を学ぶお話
しの本を学ぶ

9 29 木 読むこと・聞くことを体
験する お話しの本の読み聞かせを実践する

10 11 5 木 読んでもらう楽しさを体
験する

子どもの立場で読んでもらうことを
考える

●開設場所　中原市民館 ●時 間 帯　9：45 ～ 12：00

●対　　象　図書ボランティアを目指す方

●参加者数　55 人（男 2人、女 53 人） ●延べ人数　453 人

●企画委員会　15 回 ●企画委員　17 人

’15 教文・市民館活動報告書　Ⅳ 1（2）市民自主学級 　＜ 89 ＞



中原　なかはらから持続可能なまちづくりを考える
主　　題：防災と環境、ソフトとハードのバランスのとれたまちづくりを学ぶ

 ●実施団体：等々力緑地公園を愛する会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 1 木 中原区の地勢的歴史 中原区の成り立ちから戦後の復興な
ど中原区の変貌を学ぶ 川崎郷土史研究会　	 羽田　猛

2 8 木 市民にとって望ましい都
市環境

都市デザインについて専門家から学
ぶ

東京大学大学院研究科准教授
	 窪田　亜矢

3 22 木 都市緑化の重要性 川崎市緑の基本計画を学ぶ 建設緑政局　	 職員

4 11 5 木 自然環境や健康な市民生
活を守るために 環境アセスメントについて学ぶ 東京工業大学名誉教授

	 原科　幸彦

5 　 19 木 まちづくりのための市民
活動

中原区内で活動している市民グルー
プとの意見交換会

二ヶ領用水・中原桃の会
原発ゼロ市民共同川崎発電所
小杉・丸子まちづくりの会

6 25 水 中原区の環境技術を学ぶ 中原区内で電動三輪自動車の開発・
製造を行っている企業を訪問する

㈱日本エレクトライク　社長
	 松波　登

7 12 3 木 まとめ 持続可能なまちづくりにおける市民
の役割を考える 	 企画委員

●開設場所　中原市民館　他 ●時 間 帯　18：30 ～ 20：30

●対　　象　区内在住の興味のある方

●参加者数　18 人（男 7人、女 11 人） ●延べ人数　100 人

●企画委員会　12 回 ●企画委員　9人

高津　高津ふれあい広場
主　　題：知的障がい者が主体的に自分らしく楽しめる社会参加学習を進める

 ●実施団体：日ふれの会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 5 17 日 顔合わせ、自己紹介 メンバーとボランティアスタッフ自
己紹介、連絡帳作り、ゲームで交流

日ふれの会スタッフ
	 職員

2 7 19 日 絵画で表現しよう 絵画を通して表現することを体験
し、お互いに作品を紹介する

造形作家　	 忠津　武志
　　助手	 　大倉　早苗

3 9 27 日 スポーツを通じて交流し
よう

高津市民館「ふれんど高津」との合
同スポーツ大会を行い、交流する

日ふれの会スタッフ
	 職員

4 11 15 日 みんなで外出をしよう
よこはま動物園ズーラシアに大型バ
スを使って行く、園内をグループ行
動する

5 12 20 日 体を動かして表現しよう
高津市民館「ふれんど高津」との合
同でダンスを通じた交流、クリスマ
ス会を行う

ダンスインストラクター
　　　　　	 三井　優和

6 1 17 日 いつもと違う自分になっ
てみよう

お化粧してクラウン（ピエロ）に変
身し、思い思いに自分を表現する

ハッピークラウン
　　　　　	 原　三恵子

7 3 20 日 修了式、活動のふりかえ
り ダンス教室、終了式

ダンスラボラトリー
　　　　　	 園部　由美
	 職員

●開設場所　高津市民館　他 ●時 間 帯　主に 10：00 ～ 14：00

●対　　象　知的障がいのある方

●参加者数　14 人（男 9人、女 5人） ●延べ人数　64 人

●企画委員会　10 回 ●企画委員　12 人
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高津　買い物と食から始める温暖化防止
主　　題：地球温暖化防止のために一人一人ができることを地域で実践

 ●実施団体：たかつ温暖化防止事業企画運営委員会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 15 金 温暖化の仕組みと現状 地球温暖化とは、ゲームで学ぼう！
温暖化、食をめぐる旅

川崎市地球温暖化防止活動推進セン
ター
グリーンコンシューマーグループ
	 徳野　千鶴子、浦野　逸子

2 2 5 金 地産地消とは いってみよう！地元の農園へ 澁谷農園	 　澁谷　直子

3 19 金 エコクッキングとは① おやつでエコクッキング、環境に優
しい調理、片付けの実践

	 徳野　千鶴子、浦野　逸子4 3 4 金 エコショッピングとは エコショッピングの概要を学び、マ
イバックを作る

5 18 金 エコクッキングとは② エコクッキングの手法を学びグルー
プで学習を振り返る

●開設場所　高津市民館、澁谷農園 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　子育て中の保護者 20 人

●参加者数　13 人（男 0人、女 13 人） ●延べ人数　53 人

●企画委員会　3回 ●企画委員　6人

●保育内容　自由遊び ●保育参加者数　12 人（男 1人、女 11 人）

●保 育 者　高津市民館登録保育ボランティア

橘　里山の魅力を探る
主　　題：里山を未来に引継ぎ、育てていくことを実践を通して学ぶ

 ●実施団体：高津区市民健康の森を育てる会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 7 9 木 里山について学ぶ オリエンテーション　　　　　　　　　　　宙と緑の科学館職員　	 永井　一雄

2 23 木 竹細工製作をする 市民健康の森の竹で、竹細工製作を
体験し、素材の良さを学ぶ

高津市民健康の森を育てる会　
	 　会員

3 8 27 木 園農体験をする
市民健康の森の自然環境の中で、園
農体験をし、その楽しさや大変さを
知る

4 10 1 木 竹炭作成体験をする 市民健康の森の竹を使った竹炭作り
を体験し、竹の持つ多様さを学ぶ

5 29 木 森の保全体験と振り返り 保全活動について学び、活動の一部
を体験する

●開設場所　橘分館、高津区市民健康の森 ●時 間 帯　9：00 ～ 12：00

●対　　象　シニアやこれからシニアになる方

●参加者数　15 人（男 12 人、女 3人） ●延べ人数　61 人

●企画委員会　8回 ●企画委員　59 人
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橘　魅力いっぱいたちばな探検
主　　題：橘地区の魅力の新発見・再認識をはかる、世代間交流を深める

 ●実施団体：たちばな探検実行委員会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 11 12 木 橘地区の歴史を学ぶ　古代 橘地区の古代の様子を橘樹官衙遺跡
群を中心に学ぶ 生涯学習部	文化財課	 栗田　一生

2 19 木 橘地区の歴史を学ぶ　近世 橘地区の近世の様子を学ぶ
高津区文化協会　会長	 　鈴木　穆

3 26 木 橘地区の歴史を学ぶ　近代 橘地区の近代の様子を学ぶ

4 12 3 木 防災お役立ち情報につい
て学ぶ

地域の防災情報や町内会の取組を学
んだり、防災体験をする

久末町内会　副会長
防火防犯部長	 鈴木　英治　
	 職員

5 17 木 今の橘地区の産業につい
て学ぶ

橘地区の産業の話を聞き、実際に訪
問する

久末町内会　副会長　総務部長
	 森　郁男
みかん農園	 鈴木　英行　
野菜農家	 森　勝夫　　

●開設場所　橘分館　他 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　関心のある方

●参加者数　20 人（男 8人、女 12 人） ●延べ人数　82 人

●企画委員会　5回 ●企画委員　9人

宮前　ご近所国際交流 2
主　　題：地域において外国人市民と協働できる人材の養成

 ●実施団体：宮前ご近所国際交流ネットワーク

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 6 1 月 自己紹介、他者との違い
を尊重する態度の育成

様々なバックグラウンドを持つ人同
士で自己紹介し、仲良く交流する
きっかけを作る

	 企画委員
	 外国人ボランティア

2 22 月
「やさしい日本語」の意
義の内容を知り、実際に
使用する

「やさしい日本語」を学び、実際に
外国人ボランティアとやさしい日本
語で話す体験をする

日本語教育学会員	 　吉田　聖子
	 外国人ボランティア

3 7 13 月 異文化接触における自己
コントロールを学ぶ

普段はあまり意識しない、「異文化」
について考える

一橋大学国際教育センター
准教授	 　阿部　仁
	 外国人ボランティア

4 27 月

区内在住の外国人被災者
の経験を聞き、外国人市
民が感じる災害時の不安
を知る

いま、地震が起きたらどうするか、
話し合いを通してご近所の外国人と
一緒に乗り越える方法を見つけよう

	 企画委員
	 外国人ボランティア

5 9 28 月 災害時の正しい対応と備
えを学ぶ

	 宮前区役所危機管理担当職員
	 外国人ボランティア

6 10 26 月
外国人市民との共同作業
を通じ、やさしい日本語
での誘い方を学ぶ

切り絵を通して、日本人・外国人の
誘い方を考え、交流のきっかけを作
る

切り絵講師　	 金子　朋子
	 外国人ボランティア

7 11 9 月 各国の料理を教えあいな
がら交流する

お料理パーティーを通して学級参加
者や自分たちで誘った外国人と交流
を深める

	 企画委員
	 外国人ボランティア

8 12 14 月

学級のまとめと各自がこ
れから地域でどのような
ご近所国際交流ができる
か考える

外国人の困りごとを聴き、学級を振
り返る

●開設場所　宮前市民館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00 ●対　　象　関心のある方

●参加者数　12 人（男 1人、女 11 人） ●延べ人数　54 人

●企画委員会　12 回 ●企画委員　8人

●保育内容　自由遊び ●保育参加者数　2人（男 1人、女 1人）

●保 育 者　宮前市民館登録ボランティア
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宮前　宮前親子学級
主　　題：悩みや喜びを共有する仲間を作り、地域での子育てについて考える

 ●実施団体：宮前親子学級企画委員会「おひさま」2015

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 10 木 オリエンテーション ようこそ！親子学級へ 	 保育者、企画委員

2 17 木 子どもの育つ力を知る 見守る保育について 子育てアドバイザー　	 大田　京子

3 26 土 もうひとりで頑張らない
で

男女の違いを生かす夫婦パートナー
シップ イキメン研究所　代表　	 織田　弦

4 10 1 木 子どもの育つ力を知る 子ども本来の姿を見る（映画アリサ
鑑賞） 	 企画委員

5 8 木

前半の振り返り

子どもの発達に遊びが大切なワケ 帝京大学　教授　	 杉本　真理子

6 15 木 これまでを振り返って 	 企画委員

7 22 木 子どもたちの様子（保育室ビデオ）　　　　
宮前区の遊び

	 保育者　企画委員
親子で一緒に外遊びの会
	 　久保　浩子

8 29 木

もうひとりで頑張らない
で

イライラは一体どこから来るの？ど
んな夫婦関係を目指していますか？

信じる子育て法の専門家		
	 	愛川　よう子

9 11 5 木 地域で活躍されている方に聞いてみ
よう

ＮＰＯあかい屋根職員　	山田　千鶴
カンガルー宮前子育てねっとわーく
	 　岡　幸子
あらもーど代表　	 宮田　愛

10 12 木 ワークショップ
（自分時間について） 	 企画委員

11 19 木 メディアから見た現代の子育て家庭 映像ディレクター　	 佐藤　安南

12 26 木 ティータイム
（これまでを振り返って・まとめ） 	 企画委員

13 12 3 木 つながっていく大切さ 子育て・育児者支援グループわたぼ
うし　	 山田　悦子

14 10 木
学習のまとめ

子どもたちの様子（保育室ビデオ） 	 保育者、企画委員

15 17 木 文集つくり
話そう！これからのこと 	 企画委員

●開設場所　宮前市民館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00 

●対　　象　H24 年 4 月 2 日～ H26 年 4 月 1 日生まれの第 1子を持つ親と子、関心のある方

●参加者数　19 人（男 0人、女 19 人） ●延べ人数　252 人

●企画委員会　14 回 ●企画委員　21 人

●保育内容　成長を促す自由遊び ●保育参加者数　16 人（男 11 人、女 5人）

●保 育 者　子育て支援ボランティア「あおぞら」
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宮前　みやまえライター養成講座
主　　題：区の魅力を自ら情報発信する術を学ぶ

 ●実施団体：みやまえ情報ラボ

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 31 土 ライターの基本知識を身
に付ける①

ライターとしての基本知識や心構え
①

㈱タウンニュース社　
川崎支社　支社長　	 原田　一樹

2 11 7 土 ライターの基本知識を身
に付ける②

ライターとしての基本知識や心構え
② 	 原田　一樹

3 14 土 ウェブ媒体の特徴を知る インターネットを使った記事の投
稿・写真の撮り方① ㈱フューチャーリンクネットワーク　

	 社員
4 21 土 ウェブ媒体での効果的な

記事の見せ方
インターネットを使った記事の投
稿・写真の撮り方②

5 28 土 記事を完成させる 受講者が作った記事の披露、添削、
総仕上げ 	 原田　一樹

●開設場所　宮前市民館、アリーノ ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　関心のある方

●参加者数　15 人（男 2人、女 13 人） ●延べ人数　54 人

●企画委員会　8回 ●企画委員　11 人

宮前　市民の社会科
主　　題：市民生活に関わりある様々なテーマを学習する

 ●実施団体：宮前まなびの会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 30 水 知っておきたい地域の現
代史

川崎市の現代史から、地域の課題を
学ぶ 神奈川県立高校教諭　	 早川　芳夫

2 10 7 水 日本の近・現代史を学ぶ
－その 1 戦前から戦後への道のり 元中学校校長　	 福島　一男

3 14 水 市民のためのやさしい憲
法の話

お茶しながらの「憲法カフェ」スタ
イルで日本国憲法を学ぶ

明日の自由を守る若手弁護士の会　
弁護士　	 武井　由紀子

4 21 水 シニアの健康問題を考え
る 認知症の予防とケア及び地域活動 クリニック医庵たまプラーザ　院長　

老年精神科医師	 　高橋　正彦

5 28 水 地産・地消の地域自然エ
ネルギーを考える

市民がつくったかわさき発電所に学
ぶ

ＮＰＯ法人川崎発電所　代表
弁護士	 　川岸　卓哉

6 11 4 水 地域の地下を通るリニア
新幹線 市民生活への影響を考える 日本自然保護協会　	 辻村　千尋

7 11 水 子どもの被ばく問題への
取り組み

福島－チェルノブイリ－国境を越え
て　こどもを被ばくから守る母親た
ちの思い

ドキュメンタリー映像作家
	 鎌仲　ひとみ

8 17 火 日本の近・現代史を学ぶ
－その 2 戦前から戦後への道のり 元中学校校長　	 福島　一男

9 28 土 戦後 70 年・宮前区の戦
争遺跡をたどる

陸軍東部 62 部隊跡（宮崎中学校）
を中心に歩く

川崎市立中学校
教諭	 　大泉　雄彦

●開設場所　宮前市民館 ●時 間 帯　13：30 ～ 15：30

●対　　象　関心のある方

●参加者数　55 人（男 18 人、女 37 人） ●延べ人数　292 人

●企画委員会　9回 ●企画委員　13 人
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菅生　すがお☆片づけ塾　ビギナーズ
主　　題：ときめきに満ちた軽やかな老後をめざして

 ●実施団体：蔵敷生活学校

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 10 木 モノがあふれるように
なった時代背景を学ぶ

オリエンテーション・自己紹介
映像で見る日本経済のあゆみ

	 企画運営委員
明治大学　教授　	 山田　朗

2 17 木 断捨離や片づけの考え方
を知り、自分の生活を見
つめ直す

断捨離入門～モノも心も「ごきげん」
になる片づけの極意とは～

やましたひでこ公認断捨離トレー
ナー／ジョインスパイア　代表　
	 今本　待喜子

3 10 8 木 私がスーパー主婦に学ぶシリーズを
企画した理由

ＮＨＫ「あさイチ」ディレクター　
	 伊豫部　紀子

4 29 木
できることから始めるた
めの実践方法を学ぶ

羽仁もと子のシンプルな暮らし方と
は
片づけを実践しよう（1）

「婦人の友」（友の会）
	 由里　尚子・五十嵐　真知子　

5 11 12 木 片づけを実践しよう（2）
まとめ

	 由里　尚子・五十嵐　真知子
	 企画運営委員

●開設場所　菅生分館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　関心のある方

●参加者数　35 人（男 0人、女 35 人） ●延べ人数　131 人

●企画委員会　7回 ●企画委員　5人

菅生　ママがイキイキ応援講座 2
主　　題：子育て期のママがコミュニケーション術を学びイキイキ暮らす

 ●実施団体：あらもーど

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 19 火 オリエンテーション参加
者同士の交流

講座の趣旨や保育についての説明
自己紹介文をもとに交流 	 企画運営委員

2 26 火
コミュニケーションの基
礎を学ぶ

話の聴き方を身につける
ＮＬＰマムトレーナー
	 森川　美代子3 2 2 火 相手の意図を探り、受け止める姿勢

を学ぶ

4 9 火 地域の先輩と交流を図る
桜餅作り体験を共有し、普段接した
ことのない地域先輩とコミュニケー
ションを試みる

㈲コミュニティサポートネット
代表	 　生駒　みを

5 16 火 コミュニケーションに関
する身近なテーマについ
て学ぶ

メールやＳＮＳなど、インターネッ
トを介するコミュニケーションに必
要な知識の習得

川崎市ＰТＡ連絡協議会
顧問	 　田島　和彦

6 23 火 色の持つイメージと、対人関係での
活用法を学ぶ

カラーケアコンサルタント
	 熊木　菜奈子

7 3 1 火 これまでの学習を振り返
る

感想を述べ合い、参加者同士で意見
交流を行う 	 企画運営委員

●開設場所　菅生分館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00 

●対　　象　1歳 3ヶ月～未就学児の子を持つ母

●参加者数　21 人（男 0人、女 21 人） ●延べ人数　125 人

●企画委員会　17 回 ●企画委員　7人（男 0人、女 7人）

●保育内容　自由遊び ●保育参加者数　15 人（男 3人、女 12 人）

●保 育 者　つくしんぼ
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多摩　たま親子学級
主　　題：笑顔いっぱい楽しい育児～あつまれハッピーキッズ～

 ●実施団体：ハピたま

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 3 木 オリエンテーション
講座の主旨や保育について理解し、
簡単な遊び等を取り入れ、親子同士
の交流を図る

	 多摩保育グループ
	 企画運営委員

2 17 木 学級交流 自己紹介や情報交換等、受講者同士
の交流を深める 	 企画運営委員

3 10 1 木 音楽でコミュニケーショ
ン

音楽を通じてコミュニケーションを
図り、幼児期の子育てについて学ぶ

元玉川大学講師
	 小宮路　敏

4 8 木 アドラー心理学
「勇気づけ子育て」について考え、
子どもの成長と親の関わり方につい
て学ぶ

日本アドラー心理学会認定
家庭コンサルタント
	 徳永　知佐

5 15 木
誕生学
ココロと身体にひびくい
のちのはなし

生まれてきたいのちについて考え、
自分や他人の心や身体も大切にして
いこうとする行動や意識を深める

誕生学アドバイザー
バースコーディネーター
	 袋　珠美

6 22 木 パンづくり

子どもと一緒にできる手作りパンづ
くりを教わり、講師の子育ての話を
聞き今後に活かすことについて考え
る

パン教室　fuwa　*　fuwa　主宰
	 関本　かお里

7 29 木 いやしのヨガ

ヨガを通じて、正しい呼吸法を学び、
ストレスから開放されることで、心
も体もリフレッシュし、健康作りに
役立てる

ヨガインストラクター
	 渡辺　菜穂美

8 11 5 木 おかたづけ講座 子どもの年齢にあったお片づけ方法
など、自分らしいくらし方を学ぶ

パティシエ＋ライフオーガナイザー
	 かの　えつこ

9 12 木 ワイヤークラフト
ワイヤークラフトづくりを体験し、
家庭でのコミュニケーションに役立
てる

日本ワイヤークラフト協会
grandir　認定インストラクター
	 高田　江梨香

10 15 日 親子ムーブメント からだを動かす遊び環境のなかで、
子育て支援の実践方法を学ぶ

ＮＰＯ法人Creative	Movement	&	Dance	
ゆうゆう　代表	 惠濃　志保

11 26 木 子連れ防災講座
防災において、子どもがいる家庭で
必要な事や日頃から心掛けることを
学ぶ

ＮＰＯ法人ママプラグ　副理事長
	 冨川　万美

12 12 3 木 クリスマスカード作り
子どもの写真を用いた作品を作って
飾ることで、子どもの成長を確認す
る機会として役立てる

図画教室アトリエＫ　主宰
	 小林　よりえ

13 12 10 木 講座を振り返って

講座受講を終えての所感、保育中の
子供達の成長を知って、心境を述べ
合い交流を深めて、今後の活動につ
なげる

	 企画運営委員

●開設場所　多摩市民館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00 

●対　　象　区内在住の 2～ 4歳の就園前の子どもと保護者　15 組

●参加者数　30 人（男 5人、女 25 人） ●延べ人数　172 人

●企画委員会　11 回 ●企画委員　6人

●保育内容　自由遊び ●保育参加者数　15 人（男 5人、女 10 人）

●保 育 者　多摩保育グループ
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多摩　多摩区の歴史と今！Ｐａｒｔ 2
主　　題：多摩区の昭和の歴史と今を考える

 ●実施団体：多摩区の昭和を学ぶ会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 12 土 多摩区の特色について 戦前・戦中・戦後から現在に至る多
摩区の特色について学ぶ

明治大学　非常勤講師
	 渡辺	賢二

2 26 土 多摩川と紙漉き、製紙業
について

紙漉きの始まり、どこでどのような
紙だったか等、多摩川と製紙業の関
係について学ぶ

稲田郷土史会
	 鶴見　邦男

3 10 10 土 紙と登戸研究所の関係に
ついて

紙の最高技術が動員された風船爆弾
や偽札などについて学ぶ

明治大学平和教育登戸研究所資料館　
館長
	 山田　朗
資料館学芸員
	 塚本　百合子

4 31 土 砂利鉄道と朝鮮人の関
係、歴史について

多摩川の砂利を運んだ場所を実際に
巡り、砂利鉄道と採掘に従事した朝
鮮人について聞く

麻生高校　教員
	 風巻　浩

5 11 14 土 多摩区の水道の歴史と今
の課題について

現在飲んでいる水道水、生田浄水場
の廃止問題など、地下水源と私たち
の暮らしを学ぶ

かわさきの安全でおいしい水道水を
守る会
	 町井　弘明

6 28 土 反省と課題について 学習内容が適切だったか振り返る 	 企画運営委員

●開設場所　多摩市民館　他 ●時 間 帯　13：30 ～ 15：30

●対　　象　関心のある方

●参加者数　30 人（男 16 人、女 14 人） ●延べ人数　133 人

●企画委員会　11 回 ●企画委員　5人

麻生　ときめきコミュニケーション�カフェ
主　　題：心が通じ合うコミュニケーションのヒントを見つける

 ●実施団体：チーム・ときめきコミュニケーションカフェ

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 11 29 日 ときめきって何？ 「ときめき」を探っていくためのチー
ムワーク・仲間作り 	 企画運営委員

2 12 20 日 五感をつかって心を動か
す

左脳より右脳をフルに使い、わくわ
くする感覚、心を動かす感覚を知る

日本ファシリテーション協会東京支
部運営委員　	 中垣　勝

3 1 24 日 自分の「ときめき」をみ
つける

今まで気がつかなかった「ときめき」
を人との関係性から見つけ自分を再
発見する

米国ＣＴＩ認定プロフェッショナル
コーチ	 　塙　博臣4 2 21 日 他人の「ときめき」を聴

く

人のときめきを聴く。グループでの
話し合いから、人との信頼関係やつ
ながりを深める

5 3 20 日「ときめき」を行動にう
つす ときめきに向かってアクションする

●開設場所　麻生市民館 ●時 間 帯　13：30 ～ 16：30

●対　　象　18 歳以上の麻生区民の方

●参加者数　30 人（男 8人、女 22 人） ●延べ人数　81 人

●企画委員会　6回 ●企画委員　6人
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麻生　イベント�スタッフ入門講座
主　　題：イベント作りを学び、地域で活躍できる人材を育てる

 ●実施団体：「イベント・スタッフ入門講座」企画委員会

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 8 2 日

地域で開催されるイベン
トやお祭りの、出演者で
はなく、作り手側に興味
を持ってもらい、それぞ
れの地域で活躍できる人
材を育成する

市民が作るイベント活動について	
マイクの使用方法や司会の実践方法
を学ぶ

企画運営委員

2 9 日
会議室の舞台設備の使用方法を学ぶ	
ゲスト出演者を迎えてミニ舞台を開
催する

	 舞台スタッフ
	 企画運営委員

3 22 土
大ホールの舞台を見学し、設備や備
品の名称、役割、舞台上での注意事
項を学ぶ

舞台監督　	 伊藤　桂一朗
	 舞台スタッフ

4 9 6 日
区民まつり第一回出演者会議へ参加
し、当日の舞台進行や出演順の検討
方法等を学ぶ

企画運営委員

5 27 日
区民まつり第二回出演者会議へ参加
し、出演者が提出した進行表の聞き
取り方法等を学ぶ

6 10 10 土 あさお区民まつりリハーサルへ参加
する 	 舞台スタッフ

	 企画運営委員
7 11 日 あさお区民まつりへ参加する

●開設場所　麻生市民館 ●時 間 帯　主に 10：00 ～ 12：00 

●対　　象　舞台運営に関心のある方

●参加者数　5人（男 4人、女 1人） ●延べ人数　25 人

●企画委員会　5回 ●企画委員　13 人

岡上　岡上さとやま探検隊
主　　題：こどもたちが里山環境と創造的に共生していく方法を探る

 ●実施団体：アイデアスケッチ

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 13 日

体験を通して、アートや
デザインに関わる人たち
と、自然豊かな岡上の「里
山」との共生していく方
法を考える

導入：特別緑地の成り立ち、雑木林
に入る。ルールを知る。緑地を知る

ＮＰＯかわさき自然と共生の会
	 高橋　透
和光大学　	 堂前　雅史

2 10 18 日
技術：なわ、ひもをむすぶ。縦の空
間をつくる。班ごとに空間をつくっ
てみる

フォトグラファー
	 世利　隆之

3 11 22 日 居心地いい場所づくり。	秋の匂い
を感じる	

アーティスト
	 井上　尚子

4 12 13 日
そこにある素材で遊ぶ。面白いかた
ちで飾り付ける。音楽会の相談をす
る

漆造形家
	 塚田　満美

5 1 17 日 雑木林の音を感じる。音楽会の準備
と実践。	振り返り

唄・アーティスト	 　扇谷　一穂
獣医師	 　葉山　久世

●開設場所　岡上分館、岡上地域 ●時 間 帯　13：30 ～ 16：00 

●対　　象　小学生

●参加者数　20 人（男 10 人、女 10 人） ●延べ人数　78 人

●企画委員会　10 回 ●企画委員　10 人
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岡上　おかあさんのための思春期講座
主　　題：思春期の子どもを持つ親同士の仲間作り

 ●実施団体：岡上子育て応援団

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 17 木

思春期の子どもとの関わ
り方を学ぶ中で、母親同
士の共感の輪を広げ、精
神的に助け合える仲間づ
くりを行う

参加者同士の親密感をつくりなが
ら、母親自身の思春期を振り返る

子育てカウンセラー
	 田中　いなほ

2 10 1 木 エゴグラムによって「自分」を科学
的に分析してみる

家族を考える女子会　主宰
　	 加藤　知恵子

3 15 木 「母の言い分」「娘の言い分」
普段の生活を振り返り、親子の言い
分を例に挙げて問題、ストレスの原
因を探る

丘の上プレイバックシアター　主宰　
	 小森　亜紀4 29 木

5 11 12 木
家族一人ひとりの長所を確認してい
く作業の中で、チームとしての家族
を考える

参画はぐくみ工房　主宰
　	 竹迫　和代

6 26 木 お菓子づくりを通して家族間のコ
ミュニケーションを考える

Ｓｗｅｅｔｓ－Aｎｇｅｌお菓子教室　
主宰	 　村上　江利子

7 12 10 木 コラージュ（写真切貼り）手法を用
いて「自分と家族」の未来を考える 	 加藤　知恵子

●開設場所　岡上分館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00 

●対　　象　思春期の子どもを持つ母親

●参加者数　18 人（男 0人、女 18 人） ●延べ人数　100 人

●企画委員会　10 回 ●企画委員　5人
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教文

①

実　施　名　称 アゼリア合奏団 in シニア～音楽を通じてのシニア世代の仲間づくり～

主　　題 音楽を楽しみながら仲間の輪を広げ、シニア世代がいきいきと過ごすまちづくりにつ
なげる

日時（回数）・開設場所 6 月 26 日～ 12 月 25 日　主に 10：00 ～ 15：30　（全 13 回）　教育文化会館

対　　象 楽器を演奏したことのある 50 歳以上の方 延 べ 人 数 612

実　施　団　体 アゼリア合奏団 in シニア 企画委員会 12

内　容（講師）

シニア世代が演奏したことのある楽器を持ち寄って集まり、仲間づくりをしながら合
奏を楽しむ。講師による実習と企画委員による次週を繰り返す。最終回では地域の人々
に向けての演奏発表会を開催（講師：ＮＰＯ法人全日本シニアアンサンブル連盟講師　
鏑木　融）

②

実　施　名　称 フリースペース　リフォーム工房

主　　題 不要になった物をリメイクし再利用することで、モノを大切にする心を育む

日時（回数）・開設場所 5 月 29 日～ 3 月 29 日　10：00 ～ 15：00（全 19 回）　教育文化会館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 361

実　施　団　体 リフォーム工房　みどりの風 企画委員会 5

内　容（講師）
①不要になった物をリメイクする知恵を出し合い、作品をつくるフリースペースの開
催（第 2・4 金曜日）②新しいリフォームの方法を学ぶ（皮小物実習）③エコクッキ
ングと食の知恵を考える（調理実習）④藍染め体験学習

③

実　施　名　称 思春期の子どもの子育て研究会

主　　題 子どもが発するシグナルの受け止め方と対処法

日時（回数）・開設場所 12 月 1 日、1 月 12 日　10：00 ～ 12：00　（全 2 回）　教育文化会館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 30

実　施　団　体 思春期の子どもの子育て研究会 企画委員会 3

内　容（講師） ・親の知らない中高生の現状（講師：元市立川崎小学校ＰＴＡ会長　飯島　元和）
・親のあり方やサポートの仕方（講師：川崎市ＰＴＡ連絡協議会会長　齊藤　植栄）

大師

①

実　施　名　称 子どものたまり場

主　　題 身近な食育と子どもの居場所づくりと異世代間の交流を行う

日時（回数）・開設場所 5 月 24 日～ 3 月 13 日　主に 10：00 ～ 12：30　（全 8 回）　大師分館、若宮八幡宮

対　　象 市内在住の小学生以上の子ども 延 べ 人 数 154

実　施　団　体 2015 プラザ大師市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 11

内　容（講師）

①ワンタンのひらひらスープとマドレーヌ②パンケースフルーツとピザ、ミネスト
ローネ③ピザ、野菜スープ④アップルケーキ、クリームシチュー（管理栄養士　米井　
智子）⑤やきいも⑥昔遊び（実行委員）⑦肉まん、あんまん（米井　智子）⑧大根もち、
カップケーキ、スープ（佐伯　陽子）

②

実　施　名　称 七夕コンサート「スティールパンでコンサート！」

主　　題 地域で芸術に親しもう

日時（回数）・開設場所 7 月 4 日　18：30 ～ 20：00　大師分館

対　　象 中学生以上の方 延 べ 人 数 100

実　施　団　体 2015 プラザ大師市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 5

内　容（講師） ピアノ伴奏に乗せた、スティールパンによる軽やかな演奏（スティールパン奏者　
Okapi	、ピアノ伴奏　森　悠也）
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③

実　施　名　称 ドキドキこども劇場　はじまるよ～

主　　題 小さな子どもから楽しめる人形劇などのフェスタ

日時（回数）・開設場所 10 月 3 日		10：00 ～ 12：00　大師分館

対　　象 主に小さな子どもとその保護者 延 べ 人 数 270

実　施　団　体 2015 プラザ大師市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 7

内　容（講師）

「しましまグルグル」他（パネルシアターこんぺいとう）「ゴローちゃんがやってきた !」
（腹話術師しろたにまもる）「楽しいバルーンアート !」（ハッピーメロディー　ミドリ
くん）「さるとかに」他（人形劇団　座♪とんとん）その他喫茶コーナー、折り紙工作、
絵本ひろばなど

④

実　施　名　称 プラザ大師まつり

主　　題 団体等による展示・舞台発表・体験学習　他

日時（回数）・開設場所 11 月 14 日（土）～ 11 月 15 日（日）	10：00 ～ 20：00		（全 2 回）		大師分館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 1210

実　施　団　体 2015 プラザ大師市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 8

内　容（講師）
プラザ大師利用団体・サークルによる作品展示・舞台発表・体験学習・体験ひろば・
おはなし会・古本市・「プラザ大師まつりおたのしみ会」（依田　耕一、麻布　十兵衛）
などを開催

⑤

実　施　名　称 大師を知ろう～地名から知る地域の歴史～

主　　題 大師地区に残る地名から、歴史にまつわる様々な由来を学ぶ

日時（回数）・開設場所 3 月 6 日（日）、3 月 20 日（日）　13：30 ～ 15：30　（全 2 回）　大師分館　他　

対　　象 市内在住の中学生以上 延 べ 人 数 38

実　施　団　体 2015 プラザ大師市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 4

内　容（講師） ①大師地区の地名に残る歴史について知ろう（日本地名研究所　菊地　恒雄）　②実
際に歩いて歴史に触れてみよう（菊地　恒雄）

⑥

実　施　名　称 輝！かわさきキッズ

主　　題 歌やダンスを鑑賞し感動を味わい、音楽で表現する喜びを感じる

日時（回数）・開設場所 9 月 26 日（土）　13：30 ～ 15：30　大師分館

対　　象 中学生以下の子ども達（親子での参加可） 延 べ 人 数 50

実　施　団　体 タワーズ 企画委員会 6

内　容（講師） ①指導者の演技から表現方法を学ぶ②歌とダンスのワークショップ　（金井　麻衣子、
秋田　かおる、大塚　由祈子、井上　名奈）

田島

①

実　施　名　称 すくすくルームたじま

主　　題 子育て中の保護者の交流と情報交換の場

日時（回数）・開設場所 6 月 16 日～ 3 月 15 日　10：00 ～ 12：00　（全 9 回）　田島分館

対　　象 就園前の子どもと保護者 延 べ 人 数 338

実　施　団　体 プラザ田島市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 11

内　容（講師） 七夕飾り、みんなで遊ぶ会、エプロンシアター、スタンピング遊び、クリスマス飾り、
ペープサート、鬼の面作り、牛乳パックでおもちゃ作り、パネルシアター

②

実　施　名　称 まちの音楽家たちのミニコンサート

主　　題 地域住民の文化活動及び交流の推進を図る

日時（回数）・開設場所 8 月 29 日～ 2 月 27 日　主に 14：00 ～ 15：00　（全 4 回）　田島分館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 285

実　施　団　体 プラザ田島市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 11

内　容（講師）
ジャズ（水岡　のぶゆき、CAMARU）、クラシック（松崎　智代、大岩　直季、庄司　
文子）、アコーディオン漫謡（岩田　百郎）、ハーモニカコンサート（ハーモニカサー
クル　ピノッキオ、松本　直美、いこいシルバーハーモニカバンド）
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③

実　施　名　称 田島寄席

主　　題 伝統芸能の落語により地域住民の文化への意識を高める

日時（回数）・開設場所 9 月 13 日　14：00 ～ 15：30　（全 1 回）　田島分館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 80

実　施　団　体 プラザ田島市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 11

内　容（講師） 寄席（桂歌助）

④

実　施　名　称 講演会

主　　題 地域住民が地域の課題を学ぶ

日時（回数）・開設場所 7 月 25 日～ 2 月 28 日　主に 14：00 ～ 15：00　（全 3 回）　田島分館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 125

実　施　団　体 プラザ田島市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 11

内　容（講師）
「悪質商法に気をつけよう」（ファイナンシャルプランナー　宮里　恵子）、「元気にな
るために自分にかける魔法」（東海林　のり子）、「防災講演会」（東京都中野区防災会
議委員　秦　好子）

⑤

実　施　名　称 親子向け公演会

主　　題 子育て中の家族の交流を推進する

日時（回数）・開設場所 10 月 14 日～ 12 月 23 日　14：00 ～ 15：00　（全 2 回）　田島分館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 145

実　施　団　体 プラザ田島市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 11

内　容（講師） 親子向けコンサート（M's ファクトリー）、親子向けマジックショー（スヤマ　テルコ）

⑥

実　施　名　称 プラザ田島まつり

主　　題 地域住民の交流を推進する

日時（回数）・開設場所 1 月 16 日～ 1 月 17 日　10：00 ～ 15：00　田島分館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 627

実　施　団　体 プラザ田島市民自主企画事業実行委員会 企画委員会 11

内　容（講師） サークル舞台発表と作品展示、体験コーナー、プラザたじまコンサート（ザ・のんべ
～ず）、田島なかよしくらぶによるカフェ、古本市　他

幸

①

実　施　名　称 戦後 70 周年・戦争体験を朗読劇で伝える

主　　題 区民自らの体験を交えた朗読劇を行い、平和への願いを共有する

日時（回数）・開設場所 朗読稽古 8 回、発表 1 回

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 47

実　施　団　体 戦争体験を伝える幸区民の会 企画委員会 9

内　容（講師） ①区民から戦争体験の手記を募り、朗読劇を作成
②朗読出演者の稽古を行い、市民館にて発表

②

実　施　名　称 夏休み自由研究大作戦

主　　題 地域の大人が子どもの自由研究をサポートすることにより、世代間交流の活性化を図る

日時（回数）・開設場所 7 月 24 日～ 8 月 7 日　全 14 回　幸市民館他

対　　象 幸区在住の小学生及び中学生 延 べ 人 数 260

実　施　団　体 「夏休み自由研究大作戦」企画運営委員会 企画委員会 1

内　容（講師）

はっぱのえをかこう、偏光万華鏡をつくろう、はなのしおりをつくろう、くだものや
野菜のスタンプをつくろう、空気砲をつくろう、くるくるアニメーションをつくろう、
プロペラ船をつくろう、星空ウォッチング、映画ボランティア体験、魚さばきに挑戦、
リニアモーターカーをつくろう、電気迷路をつくろう、幸区のまち探検をしよう
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③

実　施　名　称 まちの先生

主　　題 公募による地域講師が地域の参加者とともに学ぶ

日時（回数）・開設場所 10 月 1 日～ 1 月 28 日　（全 9 講座　延 31 回）　幸市民館

対　　象 幸区内在住の方 延 べ 人 数 374

実　施　団　体 まちの先生先生実行委員会 企画委員会 2

内　容（講師）

ヨーガでリフレッシュ（千葉　啓子）米粉料理（菅沼　操）聴く・話すコツ（小川祐一）
朗読ことはじめ（浅野　幸雄）初歩の英会話（浅尾　賢一郎）女性のための太極拳（静　
京子）暮らしの中に折り紙を（堀口　朝子）アロマテラピー入門（池田　弥枝子）が
ま口を作ろう（藤田　千恵子）

④

実　施　名　称 おひさまクラブプレミアム

主　　題 子どもとの関わり方・家庭の役割について考える

日時（回数）・開設場所 11 月 5 日～ 11 月 26 日　全 4 回　幸市民館

対　　象 乳幼児期～思春期の子供を持つ保護者、関心のある方 延 べ 人 数 76

実　施　団　体 ほっこりーな 企画委員会 4

内　容（講師）
オリエンテーション、幼児期～思春期の親子の育ち（臨床心理士　森本麻穂）、こど
ものあるがままを受け止めて～ゆる親のススメ（ＮＰＯ法人フリースペースたまりば　
西野　博之）、学級の振り返り・まとめ（社会教育指導員　山田　悦子）

日吉

①

実　施　名　称 ふれあい体験＠さいわいふるさと公園

主　　題 さいわいふるさと公園を活用して自然や地域の人たちとふれあう機会を市民に提供する

日時（回数）・開設場所 7 月 12 日～ 12 月 13 日　10：00 ～ 12：00　（全 6 回）　さいわいふるさと公園

対　　象 興味のある個人及び親子 延 べ 人 数 253

実　施　団　体 さいわいふるさと公園連絡会 企画委員会 8

内　容（講師）

①活動見学をしながら公園クイズと公園めぐり②手入れ作業と流しそうめん③虫追い
と草刈り体験（東京農業大学短期大学　飯島　一浩）④サツマイモ収穫と畑ならし⑤
間伐作業と木工作（公園緑地協会　野牛　雪子）⑥冬芽の観測会と振り返り（神奈川
県植物誌調査会委員　馬場　しのぶ）

②

実　施　名　称 日本語サロン

主　　題 多文化共生社会の実現

日時（回数）・開設場所 4 月 2 日～ 3 月 17 日　10：00 ～ 12：00　（全 22 回）　第 1・第 3 木曜日　日吉分館

対　　象 外国から日本に来た日本語の不自由な方 延 べ 人 数 54

実　施　団　体 日吉分館市民実行委員会 企画委員会 11

内　容（講師） 教材による日本語の基礎学習、日本の地理・唱歌等の日本語習得・交流会（日本語ボ
ランティア）

③

実　施　名　称 ‘‘ 子育てフェスタ幸 ’’ ひろばであそぼう

主　　題 子育て中の親子の交流

日時（回数）・開設場所 5 月 12 日～ 2 月 4 日　10：00 ～ 11：30　（全 18 回）　日吉分館

対　　象 主に 0 ～ 3 歳児とその保護者 延 べ 人 数 410

実　施　団　体 日吉分館市民実行委員会 企画委員会 2

内　容（講師） 自由遊び、保育士・ボランティアによる手遊び・ふれあい遊び・読み聞かせ・体操、
育児相談

④

実　施　名　称 日吉あそびっ子クラブ

主　　題 学校・学年の枠を超えた交流、地域での体験活動

日時（回数）・開設場所 7 月 23 日～ 10 月 4 日　主に 10：00 ～ 12：00　（全 6 回）　日吉分館　他

対　　象 日吉地区の小学校 3 年生～ 6 年生 延 べ 人 数 123

実　施　団　体 日吉分館市民実行委員会 企画委員会 6

内　容（講師） 集団ゲーム、水遊び、科学あそび、魚釣り、クッキング
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⑤

実　施　名　称 生涯学習体験教室

主　　題 日吉地区の生涯学習振興

日時（回数）・開設場所 8 月 22 日～ 11 月 10 日　主に 13：00 ～ 15：00　（全 5 回）　日吉分館　他

対　　象 主として日吉地区の在住・在勤・在学の市民 延 べ 人 数 99

実　施　団　体 日吉分館市民実行委員会 企画委員会 7

内　容（講師）

①夏休みマジック教室（マリリン）②大震災に備えて（地震研究家・建築家　中込　
正輝）③平和館見学（川崎市平和館専門調査委員　暉峻　僚三）④ノルディックウォー
キング（ＮＰＯ法人ファンズアスリートクラブ理事長　井上　秀憲）⑤大人のための
折り紙講座（斉藤　敦子）

⑥

実　施　名　称 夏休みアニメ映画会

主　　題 夏休みの思い出づくり

日時（回数）・開設場所 8 月 21 日（金）13：30 ～ 14：30　日吉分館

対　　象 子どもから大人まで 延 べ 人 数 101

実　施　団　体 日吉分館市民実行委員会 企画委員会 5

内　容（講師） 16 ミリフィルム上映「サンタさんは大いそがし」「三びきの子ぶた」「ラーメンてんし」、
ビデオ上映「まんが日本昔話・舌切りすずめ」

⑦

実　施　名　称 オータムジャズナイト 2015

主　　題 ジャズのまち日吉地区をテーマに実施し、音楽文化の定着と振興を図る

日時（回数）・開設場所 10 月 24 日（金）　18：00 ～ 19：45　日吉分館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 93

実　施　団　体 日吉分館市民実行委員会 企画委員会 7

内　容（講師） MEAN	WHAT	YOU	SAY、JAMES、SOLITUDE　他　（出演　ニューコーカスジャズ
オーケストラ）

⑧

実　施　名　称 さくらフェスタ日吉

主　　題 市民交流・地域のネットワークづくり

日時（回数）・開設場所 3 月 19 日（土）～ 3 月 20 日（日）　10：00 ～ 15：00　日吉合同庁舎

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 2,310

実　施　団　体 日吉分館市民実行委員会 企画委員会 12

内　容（講師） サークル活動発表、体験・遊びのコーナー、製品・料理販売、フリーマーケット、作品・
活動展示、リユース図書雑誌の配布等

中原

①

実　施　名　称 なかはら発！地元再発見

主　　題 地元の企業等を訪問し、地域の魅力を再発見する

日時（回数）・開設場所 9 月 2 日（水）～ 3 月 9 日（水）主に 10：00 ～ 12：00　（全 12 回）　中原市民館他

対　　象 おおむね 50 歳以上のシニア世代 延 べ 人 数 422

実　施　団　体 シニアの「ちから」ネットワーク・中原 企画委員会 12

内　容（講師）

9月2日（水）オリエンテーション　9日（水）等々力水処理センター訪問　10月7日（水）
キリンビール横浜工場訪問　20 日（火）二ヶ領用水の清掃　11 月 4 日（水）ＪＡＸ
Ａ宇宙科学研究所訪問　21 日（土）「川崎の街道」（講師：望月　一樹）12 月 15 日（火）
二ヶ領用水の清掃　18 日（金）クロネコヤマト羽田クロスゲート訪問、1 月 20 日（水）
三栄レギュレーター施設訪問　他
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②

実　施　名　称 若者は今！「はたらくこと」から考える

主　　題 若者の労働について学び、何ができるかを考える

日時（回数）・開設場所 9 月 12 日～ 2 月 27 日　主に 13：30 ～ 16：00　（全 8 回）　中原市民館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 114

実　施　団　体 ここにわ 企画委員会 10

内　容（講師）

若者の新卒就労の現状を知る（濱口　桂一郎）、若者と仕事を巡る変化を考える（本
田　由紀）、「働く」意味を考える（古賀　和香子）、貧困やホームレス問題を考える（大
西　連）、川崎市での取り組み（山口　耕樹）、私たちにできること（津富　宏）、若
者ＣＡＦＥ（竹迫　和代）

高津

①

実　施　名　称 見つめなおそう　いまの私、これからの私

主　　題 多忙な女性が時間を作って自分を振り返り・今後の自分を考える場を作る

日時（回数）・開設場所 10 月 30 日～ 11 月 20 日　10：00 ～ 12：00　（全 4 回）　高津市民館

対　　象 関心のある女性 延 べ 人 数 57

実　施　団　体 川崎ＣＣＭ 企画委員会 5

内　容（講師）

①今の自分を知ろう（キャリアカウンセラー　宮川　美恵子）、②視野を広げよう（Ｎ
ＰＯ法人絵本で子育てセンター認定講師　北　素子ほか地域で活躍する女性）③自分
自身の価値基準を知る（ハローワークマザーズコーナー後　直美）④なりたい姿をイ
メージする、まとめ、交流サロン

②	

実　施　名　称 市民が考える平和・人権学習 30 周年～戦後 70 年から未来へ～

主　　題 川崎市の平和・人権学習 30 年のこれまでの歩み・歴史を本格的なパネル展示と講座
で振り返る

日時（回数）・開設場所 展示：1 月 6 日～ 2 月 9 日　講座：1 月 16 日～ 3 月 5 日　14：00 ～ 16：00　（全 4 回）高
津市民館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 57

実　施　団　体 Love ＆ Peace	K30（ラブアンドピースケーサンジュウ） 企画委員会 8

内　容（講師）

高校生・市民が発見した登戸研究所（明治大学講師　渡辺　賢二）、川崎市内の子ど
もの現状と子どもの権利・18 歳選挙権行使によせて（ＮＰＯ法人たまりば理事　西野　
博之）、川崎における多民族共生をもとめて（川崎市ふれあい館　元館長　三浦　知
人）、平和人権交流カフェ（企画委員）

③

実　施　名　称 写真や映像でたどる岡本太郎の生涯と作品展＆講演会～ふるさと高津から世界へ～

主　　題
高津市民館大会議室内に、地元・高津区二子に由来する資料や、岡本太郎の主な作品
を写真で展示。また同会場で、講演会と岡本太郎美術館学芸員による作品解説ガイド
を開催

日時（回数）・開設場所 3 月 3 日・4 日　10：00 ～ 17：00　（講演・ガイド　3 月 4 日　13：30 ～ 16：00）　高津市
民館

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 300

実　施　団　体 岡本太郎展＆連続講座企画運営委員会 企画委員会 3

内　容（講師） ①岡本太郎の展示作品の解説ガイド（岡本太郎美術館　学芸員　大杉　浩司）　
②岡本太郎の人と生涯～ふるさと高津から世界へ～（郷土史家・文芸評論家　鈴木　穆）

橘

①

実　施　名　称 こども体験クラブ 2015

主　　題 工作、料理、集団遊びなど多様な経験を通じ、学区や学年をこえた仲間作りや、地域
を知る

日時（回数）・開設場所 7 月 12 日～ 3 月 20 日　主に 10：00 ～ 15：00（日曜日・全 9 回）　橘分館　他

対　　象 小学校 2 年生～ 6 年生　60 名 延 べ 人 数 444

実　施　団　体 こども体験クラブ OB の会 2015 企画委員会 11

内　容（講師） 自己紹介・オリエンテーション、創作体験（手作り楽器、お菓子作り）、団体活動（キャ
ンプ、野菜収穫、地域めぐり）等を年間を通して行う
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②

実　施　名　称 認知症予防事業

主　　題 脳いきいきトレーニング

日時（回数）・開設場所 9 月 12 日～ 10 月 24 日　10：00 ～ 12：00　（土曜日・全 5 回・内公開講座 1 回）　橘分
館　他

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 152

実　施　団　体 プラザ脳トレグループ 企画委員会 9

内　容（講師）
【公開講座】「認知症を知ろう」川崎幸クリニック院長　杉山　孝博、「グループホー
ム訪問」近隣施設職員、「しっかり運動しよう」脳いきいきインストラクター　石渡　
恵子　他、「認知症の方への対応を学ぼう」川崎市認知症ネットワーク　他

③

実　施　名　称 子育てひろば・子育てパーク

主　　題 子育て中の親子を地域で支え合い、仲間づくりの場を提供する

日時（回数）・開設場所

子育てひろば　5 月 8 日～ 3 月 11 日　10：00 ～ 11：30　（毎月第 2 金曜日・全 10 回）　
橘分館
子育てパーク　4 月 24 日～ 3 月 25 日　10：00 ～ 11：30　（毎月第 4 金曜日・全 11 回）　
橘分館　　　　　　　　

対　　象 子育てひろば　0 歳から就学前の親子
子育てパーク　0 歳から 2 歳くらいまでの親子 延 べ 人 数 521

実　施　団　体 子育て支援フリースペース事業実行委員会 企画委員会 10

内　容（講師）
フリースペース「子育てひろば」「子育てパーク」を毎月 1 回設け、参加者同士の交
流や情報交換、親子遊びを行う
特別企画として、手形スタンプやバルーンアートのコーナーを設置した

宮前

①

実　施　名　称 Café　みやまえ

主　　題 Café という気軽に立ち寄ることのできる場をつくり、地域参加やコミュニティ創造の
一歩とする

日時（回数）・開設場所
毎月第1、第3金曜日	13：00～15：30（21回）、毎月第2、第4火曜日	12：30～15：30（22回）、
毎月第 4 金曜日	11：00 ～ 14：00（12 回）、毎月第 1 火曜日	10：30 ～ 14：00（7 回）	、2/16（火）
11：30 ～ 14：30、2/25（木）11：00 ～ 14：00、全て宮前市民館ロビーで実施

対　　象 自由参加 延 べ 人 数 1,422

実　施　団　体 Café　みやまえ 企画委員会 62

内　容（講師）

国際おしゃべりサロン宮前（毎月第 1、第 3 金曜日）・市民館 de ロビーカフェ（毎月第 2、
第 4 火曜日）・CAFÉ　TALK（毎月第 4 金曜日）・サポーターズカフェ Ring（毎月第 1
火曜日）、カフェおしゃべり日和（2/16）、Ｃａｆｅバルーン（2/15）
各団体でイベントやテーマを定めた形式でのカフェ及びテーマを定めない雑談形式の
カフェを実施

②

実　施　名　称 ママとママを結ぶ　ハンドメイドの会

主　　題 同じ子育て中の母親である講師、受講者、スタッフで「ものづくり」を介して交流・
情報交換をする

日時（回数）・開設場所 9 月 11 日（金）、11 月 20 日（金）、12 月 11 日（金）	10：00 ～ 12：00　宮前市民館　実
習室　他

対　　象 未就学児を持つ宮前区在住または子どもが在園在学の母親 延 べ 人 数 27

実　施　団　体 ママニコット 企画委員会 7

内　容（講師）
9 月 11 日（金）「リボンを使ったヘアアクセサリーを一緒に作ろう！」、11 月 20 日（金）

「くるみボタンでオリジナルロゼットを作ろう！」、12 月 11 日（金）「フェルトでミニ
ツリーを作ろう！」
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③

実　施　名　称 みやまえ子育てフェスタ 2015

主　　題 乳幼児のいる保護者への情報発信と交流の場を提供し、地域の子育て環境の向上を図
る

日時（回数）・開設場所 10 月 24 日（土）　10：00 ～ 15：00　宮前市民館

対　　象 子育て中の保護者及び子育て関係団体等 延 べ 人 数 1500

実　施　団　体 みやまえ子育てフェスタ 2015 企画委員会 企画委員会 30

内　容（講師）

オープニングコンサート、子育てグループ紹介、ものづくり名人と簡単工作、保育園
体験、教えて歯医者さん、ふれあい動物園、チェキで記念撮影＆デコ、エコ工作、手
形足形スタンプ、外遊び紹介、絵本の部屋、親子クッキング、バルーンアート、おもちゃ
ドクター、赤ちゃんサロン、栄養士による栄養相談、保健師による育児相談、エンディ
ングコンサート

④

実　施　名　称 みやまえ文化魂 2015

主　　題 中高生の中高生による中高生のための文化祭

日時（回数）・開設場所 12 月 20 日（日）　10：00 ～ 17：00　ホール演目 13：00 ～ 17：00　宮前市民館

対　　象 参加：市内在住・在学者を含む中高生のグループ又は個人
観覧：自由来館 延 べ 人 数 600

実　施　団　体 文化魂 2015 企画委員会 28

内　容（講師）

展示：県立麻生総合高校陶芸部による陶芸作品、区内在住高校生によるイラスト・詩・
写真・フラワーアレンジメント、区内在住中学生による詩　ホール出演：華楽風流～
colorful ～（和太鼓）、畑澤　舞奈（二胡）、awesome	lady（ダンス）、県立荏田高校ジャ
グリング同好会ジャグルス、The	Ward	Offce	Crew（ダンス）、Scrubbing	Bize（ロック
バンド）、県立川崎北高校ダンス部 D.D.D.、juggler-aki（ジャグリング）

菅生

①

実　施　名　称 新すがお学びのサロン

主　　題 地域在住の学びたい人教えたい人を結びつけ学びと交流の場づくりをめざす

日時（回数）・開設場所 6 月 15 日～ 3 月 23 日　主に 10：00 ～ 12：00　（全 42 回）　菅生分館

対　　象 各テーマに応じ興味関心のある市民 延 べ 人 数 484

実　施　団　体 学びのサロン運営委員会 2015 企画委員会 2

内　容（講師）

①親子リトミック（柚木）②ピンホールカメラ作り（玉田）③初めての手話（鶴家）
④ハワイアンアクセサリー作り（赤松）⑤着物モダンリメイク（秋山）⑥簡単カウル
と手袋を編もう（芦澤）⑦民話の朗読（伊勢）⑧楽々ストレッチ＆エクササイズ（友田）
⑨ニィハォ！中国語（江）

②

実　施　名　称 おしゃべりサロンすがお

主　　題 孤立しがちな中高年が気軽に「おしゃべり」を楽しめる交流サロン

日時（回数）・開設場所 4 月 23 日～ 3 月 24 日　第 4 木曜日　10：00 ～ 12：00　（全 12 回）　菅生分館	他

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 240

実　施　団　体 おしゃべりサロンすがお企画委員会 企画委員会 6

内　容（講師）
事前申込み不要で、誰でも気軽に参加することができ、お茶を飲みながら、自由に語
り合える「おしゃべりサロン」を毎月開催したほか、白玉だんごづくりを通して子育
て世代との交流を図ったり、認知症についてみんなで学ぶシリーズなどを実施
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③

実　施　名　称 第 29 回菅生分館まつり

主　　題 学習成果の発表と住民同士の交流を通した地域コミュニティづくり

日時（回数）・開設場所 6 月 6 日（土）・7 日（日）　10：00 ～ 16：00　菅生分館及び地域子育て支援センターす
がお

対　　象 関心のある方 延 べ 人 数 1,002

実　施　団　体 ≪ 2015 ≫菅生分館まつり実行委員会 企画委員会 17

内　容（講師）

菅生分館利用者懇談会加入サークルによる展示・実技発表、コンサート「ハート	ウォー
ミング	ジャズ	ライブ」（出演：岩見淳三＆ＹＡＹＯＩ）、講演会「対テロ戦争と中東の
ゆくえ－今、中東で起きていることの意味は？」（講師：千葉大学　教授　栗田　禎子）、
交流ひろば　他

④

実　施　名　称 ミルク＆カフェすがお

主　　題 毎週土曜日にフリースペースやイベントを開催

日時（回数）・開設場所 4 月 11 日～ 3 月 19 日　10：00 ～ 12：30（全 45 回）菅生分館　地域子育て支援センター
すがお他

対　　象 主に 0 歳～ 3 歳ぐらいの子どもと保護者 延 べ 人 数 821

実　施　団　体 ミルカフェみまもり隊 企画委員会 10

内　容（講師）

・フリースペース・おにわであそぼ！・イベント①おやこでヨガレッチ（インストラ
クター　松村　郁子）②ナチュラルリースを作ろう＠手つなぎまつり③みるかふぇＸ
ｍａｓこんさーと（百合丘高校吹奏楽部ＯＢ）④おやこでオヤツ作り（管理栄養士　
宮田　愛、大竹　千晶）

⑤

実　施　名　称 子どもにとって大切なおもちゃを直してあげませんか

主　　題 おもちゃを直す手法を身につけると共に、物を大切にする子どもの心を涵養する

日時（回数）・開設場所 ① 7 月 12 日　10：00 ～ 12：00　② 11 月 14 日　10：00 ～ 14：00　（全 2 回）　菅生分館

対　　象 区内在住の親子 延 べ 人 数 38

実　施　団　体 菅生おもちゃドクターの会 企画委員会 2

内　容（講師） ①こわれたおもちゃ、一緒に直そう（みどりおもちゃドクターの会　望月　明）②ガ
ンバレ、おもちゃドクター（みどりおもちゃドクターの会　川田　知志）

多摩

①

実　施　名　称 アンサンブルでまちづくり 2015

主　　題 演奏活動を通して仲間づくり・地域活動を行い、地域コミュニティの発展に取り組む

日時（回数）・開設場所 7 月 26 日～ 3 月 13 日（全 17 回）　多摩市民館他

対　　象 演奏活動を通した地域活動に関心のある方 延 べ 人 数 126

実　施　団　体 アンサンブルでまちづくり Part Ⅱ企画運営委員会 企画委員会 6

内　容（講師）

地域での発表に向けた演奏練習（渡辺　克枝、覚張　俊介、椿　義治、岩本　瑞穂、
山田　芳恵）と、地域住民の交流の場における音楽活動（ＫＦＪ多摩まつり、ちっちゃ
い演劇フェスティバル、南菅こども文化センターオータムコンサート、中野島小どき
どきフェスタ、たま学びのフェア 2016 他）

②

実　施　名　称 親子でスポット探検隊 PART2

主　　題 たまには、多摩のまち歩き

日時（回数）・開設場所 7 月 15 日～ 8 月 19 日　10：00 ～ 12：00　（全 4 回）　多摩市民館

対　　象 多摩区内在住・在勤の小学生と親 延 べ 人 数 117

実　施　団　体 親子でスポット探検隊実行委員会 企画委員会 5

内　容（講師）

水と緑のまち。ふるさと多摩区の魅力あるスポット巡りや体験を通じて、学校を超え
世代を越えた交流を図る。親子でまち歩きして得た情報や事を夏休みの自由研究の
きっかけや素材として活用をすることでより深く多摩区を知る。子育てしやすい町ふ
るさと多摩区を伝承する
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③

実　施　名　称 まちの身近な先生になりませんか

主　　題 講座をコーディネートするスキルを学ぶことを目的とする

日時（回数）・開設場所 10 月 10 日～ 12 月 5 日　10：00 ～ 12：00　（全 8 回）　多摩市民館・中野島小学校

対　　象 関心のある 18 歳以上の方 延 べ 人 数 79

実　施　団　体 まちの身近な先生になりませんか企画運営委員会 企画委員会 8

内　容（講師）
地域社会のコーディネートと企画構想力とは（逗子市市長　平井　竜一）、愛知市民
教育ネットとは（愛知市民教育ネット　毛受　芳高）、放課後アフタースクールの運
営事例から学ぶ（放課後アフタースクール　副理事長　織畑　研）他

麻生

①

実　施　名　称 おもちゃを作って遊ぼう

主　　題 おもちゃ作りを通して作る喜びや遊ぶ楽しさを学び、親子のコミュニケーションや世
代間交流を図る。

日時（回数）・開設場所 7 月 25 日～ 11 月 28 日　13：30 ～ 16：00　（全 3 回）　麻生市民館

対　　象 麻生区内在住の小学生と親子・高校生からおとな 延 べ 人 数 101

実　施　団　体 おもちゃと遊びの会 企画委員会 10

内　容（講師）

①親子の交流（親子が協力しておもちゃを作り遊ぶ、昔遊びに親子で親しむ）
②おとなの交流（おもちゃ作りと昔遊びによる交流）
③親子からおとなまでの交流（おもちゃ作りを通して世代間を超えた交流、昔遊びに
よる交流）

②

実　施　名　称 音楽の贈りもの in あさお

主　　題 クラッシックを中心とした音楽を通し、世代間交流を図る

日時（回数）・開設場所 ① 9 月 27 日（日）② 1 月 10 日（日）　10：00 ～ 12：00　（全 2 回）　麻生市民館大会議
室

対　　象 クラッシック音楽に関心のある麻生区内・近郊在住・在勤のシ
ニア世代と親子 延 べ 人 数 131

実　施　団　体 シャルメ＆エスターテ 企画委員会 5

内　容（講師）

①・②共通・参加者全員での合唱・音楽クイズ①音楽ワークショップ（太鼓作りと演奏）・
クラッシックコンサート（クラリネット中心）講師　渡邊　せつ子・加藤　制②音楽
ワークショップ（ホルンを作って演奏）・クラッシックコンサート（ホルンとフルー
ト中心）講師　宮野　大輔・占部　智美

③

実　施　名　称 キレない子どもに育てるために親ができること

主　　題 子どもが自分の力で生きていけるよう、親はどのように働きかけるといいのかを 2 回
の講座で学ぶ

日時（回数）・開設場所 10 月 29 日（木）14：00 ～ 16：00・11 月 13 日（金）10：00 ～ 12：00　（全 2 回）　麻生
市民館

対　　象 小学生・中学生の保護者及び関心のある市民 延 べ 人 数 51

実　施　団　体 朝ごはん食べさせ隊 企画委員会 7

内　容（講師） 子どもの心が見えていますか（ＮＰＯ法人ハートフルコミュニケーション代表　菅原　
裕子）、ココロに響く食べ物の話（管理栄養士　室賀　伊都子）
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④

実　施　名　称 対話力ＵＰセミナー

主　　題 自己肯定感が低くなりがちな思春期の子どもとのコミュニケーションを学ぶ

日時（回数）・開設場所 6 月 26 日～ 11 月 10 日　10：00 ～ 12：00（5 回）・10 月 3 日～ 11 月 28 日（3 回）【全 8
回】　麻生市民館

対　　象 小学 4 ～ 6 年生の児童の保護者と関心のある市民・父親限定 延 べ 人 数 139

実　施　団　体 あさお共育プロジェクト 企画委員会 8

内　容（講師）

子どもの自信を育む対話の仕方（大石　綾子コーチ）、子どものやる気を引き出すに
は（畑　さち子コーチ）、怒らず、こらえず、意思を伝える対話の仕方（藤沢　由美
子コーチ）、ブレない自分の作り方（木下　尚子コーチ）・父親にできる子どもの自信
を育む対話力（川本　正秀コーチ）、大人になるまでに身につけたい 3 つのチカラ（山
口　一朗コーチ）他

岡上

①

実　施　名　称 岡上伝統芸能再発見

主　　題 岡上地区に伝わる伝統芸能の由来や歴史の説明および体験学習

日時（回数）・開設場所 1 月 30 日、2 月 6 日　14：00 ～ 16：30　（全 2 回）　岡上分館

対　　象 麻生内在住・在勤の小学生から大人 延 べ 人 数 58

実　施　団　体 岡上の伝統芸能を知る会 企画委員会 6

内　容（講師）

川崎市の中でも特異な飛び地としての岡上地区の歴史を調べる過程で、多くの貴重な
伝統芸能が生き続けている。地域の出来るだけ多くの人たちとこの学習を通じ、この
郷土文化を共有財産として、保存、継承、発展させ、地域に根ざした活動に広げるきっ
かけづくりとする

②

実　施　名　称 交通安全を考えよう！！

主　　題 交通ルールの学習を通して道路標識の見方を学び自分の周りの危険を考える

日時（回数）・開設場所 1 月 16 日～ 2 月 21 日　13：30 ～ 16：00　（全 4 回）　岡上分館・岡上小学校校庭

対　　象 麻生区内に住む小学 3 年生から大人まで 延 べ 人 数 52

実　施　団　体 子どもの交通安全を考える会 企画委員会 6

内　容（講師）
年々増えている小学生の交通事故を顧みて、小学生が交通ルールを正しく学び、被害
者、加害者とならないよう自転車の正しい乗り方や知識を身に着ける場所を設け、小
学生の交通事故を防ぐことを目的とする

③

実　施　名　称 みんなでつくるカフェコンサート

主　　題 身近な場所で気軽に音楽に親しむことを通して、幅広い世代の人々と交流する

日時（回数）・開設場所 11 月 28 日、2 月 6 日　13：30 ～ 15：00　（全 2 回）　岡上分館

対　　象 小さな子ども連れの親から高齢者まで幅広い世代 延 べ 人 数 85

実　施　団　体 カフェコンサート実行委員会 企画委員会 9

内　容（講師） 主に岡上分館を拠点に活動する音楽団体及び幅広い年代を対象に地域で活動する団体
による参加型のコンサート

④

実　施　名　称 ＤＩＹで豊かな生活づくり

主　　題 ＤＩＹを使って、自分の生活を守る方法や、生活をより楽しむコツを仲間と協力し、
助け合いながら学ぶ

日時（回数）・開設場所 8 月 1 日、9 月 29 日、11 月 24 日　13：30 ～ 16：00　（全 3 回）　岡上分館

対　　象 ＤＩＹに興味がある方 延 べ 人 数 39

実　施　団　体 ＤＩＹの楽しさを伝える会 企画委員会 5

内　容（講師）

2 部構成とし、1 部は、小学生を対象。2 部は防災について学び、ＤＩＹを生活に活か
す方法を学ぶ。性別や年代を超えて、作る楽しさや喜びを知り、作業を通して仲間と
協力し合うことや助け合うことを学ぶ。講師は、川崎市危機管理室（防災出前講座）、
ＤＩＹアドバイザー
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教文　市民エンパワーメント研修
タイトル：障がい者支援ボランティア養成講座
主　　題：障がい者の地域参加を促進するため支援する力をつける

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 6 28 日 関係性の構築
オリエンテーション
ボランティアとして必要な姿勢を学
ぶ

共育ひろば
主宰　	 牧岡　英夫

2 7 5 日 体験学習Ⅰ 実際の活動に参加し、自らの課題を
知る

NPO 法人多摩川干潟ネットワーク
理事　	 佐川　麻理子

3 12 日 支援の形を知るⅠ 教育の現場で行われている支援につ
いて学ぶ

元田島支援学校
校長	 　高木　正之助

4 19 日 支援の形を知るⅡ 地域社会で行われている障がい者支
援について学ぶ

NPO 法人 FDA
理事　	 成澤　俊輔

26 日 学んだことの定着 この講座を通した学習の振り返り 	 牧岡　英夫

5 9 13 日 体験学習Ⅱ 実際の活動に参加し自分の成長を感
じる 	 職員　他

●開設場所　教育文化会館　他 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　関心のある方

●参加者数　16 人（男 7人、女 9人） ●延べ人数　69 人

教文　市民エンパワーメント研修 2
タイトル：保育ボランティアブラッシュアップ研修
主　　題：保育ボランティアとしての資質を向上させる

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 2 10 水 子どもへのスキンシップ
について考える

簡単なベビーマッサージやベビーヨ
ガレッチについて学ぶ チャイルドボディセラピスト

インストラクター
	 金城　奈々2 3 9 水 保護者との関わり方につ

いて考える
子育て期の保護者への関わり方を学
び、理解を深める

●開設場所　教育文化会館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　保育ボランティアの経験のある方又は関心のある方

●参加者数　7人（男 0人、女 7人） ●延べ人数　13 人

Ⅳ 2（1）　市民エンパワーメント研修
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大師　市民エンパワーメント研修
タイトル：読み聞かせの世界を広げよう !
主　　題：読み聞かせボランティアのスキルアップ

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 2 2 火 お互いのことや活動につ
いて知る

「お互いのことを知ろう」
他のボランティアとつながろう 	 職員

2 9 火 読み聞かせ全体にかかわ
る知識を身に着ける

「基本を見つめなおそう」
読み聞かせの基礎を振り返っていこう

	 山の木文庫　主宰
	 富本　京子　ほか

3 23 火

パネルシアターなどの
様々な手法を学び、体験
することで、活動内容の
幅を広げる

「人形劇を学ぼう」
人形作りと動かし方を学んでみよう

日本ウニマ　副会長
	 和気　瑞江

4 3 1 火 子どもと一緒に絵本を楽
しむことを意識する

「読み聞かせを楽しもう」
自分も相手も楽しい読み聞かせ

JPIC 読書アドバイザー
	 安冨　ゆかり

5 3 9 火

パネルシアターなどの
様々な手法を学び、体験
することで、活動内容の
幅を広げる

「パネルシアターを学ぼう」
制作から実演まで実際にやってみよ
う

パネルシアター作家
	 月下　和恵

●開設場所　大師分館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　読み聞かせボランティアで活動中の方、興味のある方

●参加者数　22 人（男 1人、女 21 人） ●延べ人数　72 人

田島　市民エンパワーメント研修
タイトル：地域活動のためのホームページ作成入門講座
主　　題：地域活動のためのホームページ作成方方を学ぶ

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 2 19 金 地域活動に必要なコンテ
ンツとは

講座の趣旨を知る
ホームページ作成の概要を学ぶ

	 職員
（株）電創　	 社員

2 26 金 基本的な表現ができるよ
うになる

コメントの書き方について学ぶ
スタイルの設定について学ぶ

（株）電創　	 社員
3 3 4 金 人の目に止まるためのデ

ザインとは
写真の入れ方について学ぶ
図の入れ方について学ぶ

4 11 金 ホームページを今後の地
域活動に活かす

ホームページの作成、更新まで学ぶ
参加者同士の意見交流

	 職員
（株）電創　	 社員

●開設場所　川崎市産業振興会館 ●時 間 帯　13：30 ～ 16：00

●対　　象　地域活動をされ、その活動にて広報しようと考えている方

●参加者数　13 人（男 4人、女 9人） ●延べ人数　52 人
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幸　市民エンパワーメント研修
主　　題：あなたにもできる市民自主

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 11 28 月

市民と職員と一緒になっ
て講座の企画を考え、地
域参加への意欲を高める

オリエンテーション・ワールドカ
フェ

古瀬ワークショップデザイン研究所　
代表　	 古瀬　正也

2 12 5 月 市民自主ってなんだ 	 職員

3 12 月 企画を作ってみよう
まちづくりデザイナー	　千葉　晋也

4 19 月 企画を発表してみよう

5 1 9 月 実際に向けてアイディアを出し合お
う 	 職員

●開設場所　幸市民館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　関心のある方

●参加者数　8人（男 5人、女 3人） ●延べ人数　31 人

幸　市民エンパワーメント研修（2）
主　　題：防災について、今一度考えてみよう

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 2 2 火

防災意識を高め、区民自
らが自分を守り、地域で
お互いを助け合う災害に
強い地域づくりを目指す

災害における初動対策 建築家　	 中込　正輝

2 9 火 災害における初動対策 part2 幸区消防署	 	職員

3 23 火 地震の教訓から学ぶ減災 防災ネットワークプラン
代表	 井上　浩一

4 3 1 火 川崎市の防災対策の現状を知る 総務局危機管理室　	 職員

5 8 火 液状化について学ぶ 関東学院大学　教授　	若松　加寿江

●開設場所　幸市民館 ●時 間 帯　14：00 ～ 16：00

●対　　象　関心のある方

●参加者数　6人（男 3人、女 3人） ●延べ人数　21 人

日吉　市民エンパワーメント研修
タイトル：子育てを応援しませんか？～子育てボランティア講座～
主　　題：身近なところでできる子育て支援を考える

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 4 金 ボランティアってなんだ
ろう

自己紹介
ボランティア活動の基礎知識

共育ひろば　主宰
	 牧岡　英夫

2 11 金 子どもとの付き合い方、
親子との接し方

子どもの気持ちに寄り添うボラン
ティアとは

心理カウンセラー
	 内田　良子

3 18 金 身近な子育て支援活動 川崎市民の子育て支援活動
子育てひろばの役割

ＮＰＯ法人ままとんきっず　理事長
　	 有北　いくこ

4 25 金 幼児救急法
幸区の子育て

幼児に起こりやすい事故・ケガの応
急手当、幸区の子育て事情

幸区役所こども支援室　係長　
	 小塚　篤子
南加瀬保育園　看護士　	河田　春美　

5 10 2 金 講座の振り返り
今後の活動

子育てに関わるボランティア活動者
の体験談、講座の振り返りと感想

職員
保育ボランティアぽっぽ　代表　
	 玉川　牧子
副代表　	 大内　由美子

●開設場所　日吉分館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00

●対　　象　関心のある方

●参加者数　21 人（男 0人、女 21 人） ●延べ人数　63 人
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中原　市民エンパワーメント研修
タイトル：市民レポーターになってみよう！読む側から読ませる側へ
主　　題：市民による中原区の魅力発信を支援する

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 10 土 市民レポーターと市民活
動について学ぶ

受講者同士が知り合い、講座のねら
いを理解する

（公財）かわさき市民活動センター
理事長　　　	 　　小倉　敬子

2 17 土 インタビューのいろはを
学ぶ【聴く】

インタビューの仕方や心構えについ
て学び、相手の話を聞いて文書にし
てみる

㈲コミュニティサポートネット
チーフマネージャー　	 斎藤　千恵

3 11 1 日 写真撮影のポイントを学
ぶ【撮る】

より効果的な写真撮影ができるよう
に、写真撮影のポイントを学ぶ

イベント撮影スタッフ
　　	 　根岸　博之

4 7 土 伝わる記事のポイントを
知る【書く】

読者の興味を引く見出しの付け方や
伝えたい文章を書くコツについて学
ぶ

NPO 法人かわさき創造プロジェク
ト　代表理事　　　	 　大下　勝巳

5 14 土 記事を書いてみよう 市民館だよりの市民レポーターに
なってみる 　　　	 　　　　　　　　　　職員

6 12 5 土 記事の発表と講評 書いた記事を発表し、講師の講評を
受ける。学習の振り返りとまとめ

㈲コミュニティサポートネット
チーフマネージャー	 　斎藤　千恵

●開設場所　中原市民館 ●時 間 帯　14：00 ～ 16：00 

●対　　象　関心のある方

●参加者数　14 人（男 6人、女 8人） ●延べ人数　59 人

高津　市民エンパワーメント研修
タイトル：外国につながる子どものための学習支援ボランティア養成講座
主　　題：高津区に多文化な子どもの居場所としての学習支援の場をつくる

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 17 土
外国につながる子どもの
学習支援の意義について
知る

川崎区桜本地区の様子を通じて外国
につながる子どもの学習支援の意義
を知る

ふれあい館
館長															 		原　千代子

2 24 土
外国につながる子どもの
学習支援の現場の様子に
ついて知る

外国につながる子どもの学習支援を
現場で行っているボランティアから
話を聞く

学習サポート教室かわさき
コーディネーター　		 	多賀　重久

3 11 7 土 外国語としての日本語の
教え方について学ぶ

聞ける・話せる・読める・書けるよ
うになるための日本語の教え方につ
いて 横浜国立大学国際教育センター

講師	 樋口　万喜子
4 14 土 教科につながるための日

本語支援～国語編～
絵カードなどを使い日本語だけで行
う初期指導の方法を学ぶ

5 18 土 実際の教室運営について
学ぶ

横浜市中区の信愛塾を訪れ、実際の
学級運営を行う上での困難さや課題
を知る

ＮＰＯ法人信愛塾
センター長						 			竹川　真理子

6 28 土 教科につながるための日
本語支援～算数編～

数学の文章題を取り上げて、その中
の言葉や表現をどう教えたら良いか
考える

															 				樋口　万喜子

●開設場所　高津市民館 ●時 間 帯　主に 10：00 ～ 12：00 

●対　　象　関心のある方

●参加者数　24 人（男 1人、女 23 人） ●延べ人数　89 人
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橘　市民エンパワーメント研修（1）
タイトル：保育ボランティア講座
主　　題：子育ての支援を楽しもう

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 6 4 木 こどもを支えるボラン
ティア活動の意味

市民館における保育ボランティアの
意義や実際について学ぶ

共 育 広 場　 主 宰　 牧 岡　 英 夫　　　
保育付講座受講経験者	　伊藤　晶子

2 11 木 今どきの子育て事情と保
育の安全について

今どきの子育て事情や、保育中の事
故や怪我等の対応について学ぶ

西高津保育園　保育士
　　　	 　　　岩崎　直子

3 18 木 こどもの成長に合わせた
遊具の選び方

こどもの成長に合った遊具の選択の
仕方と遊び方の工夫を学ぶ

東京おもちゃ美術館・日本グッドト
イ委員会事務局　	 岡田　哲也

4 25 木 こどもの心に寄り添った
読み聞かせ

こどもの年齢や心の発達に合った読
み聞かせの実際と選書について学ぶ

読み聞かせボランティアグループ　
どんぐり　	 中村　朝子、森　豊子　　
講師補助　	 松本　和子

5 7 2 木 講座の振り返りとこれか
らの活動

今後地域でどのような活動が可能で
あるか考える 子育てアドバイザー	　三星　とく子

6 10 金 保育実習 フリースペース「子育てひろば」に
参加し、こどもや保護者と触れ合う 	 職員

●開設場所　橘分館 ●時 間 帯　10： 00 ～ 12：00 

●対　　象　関心のある方

●参加者数　17 人（男 0人、女 17 人） ●延べ人数　54 人

橘　市民エンパワーメント研修（2）
タイトル：みんなで学ぼう！　ストップ地球温暖化
主　　題：地球温暖化防止に向けて、地域でできることから始めよう

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 7 29 水 気候変動と地球温暖化に
ついて学ぶ

気候変動と地球温暖化について最新
の報告を学ぶ

IPCC レポートコミュニケーター　　
	 徳野　千鶴子

2 8 3 月「3R」について学ぶ グループに分かれ、パソコンの分解・
組立を行い、「3R」について学ぶ

富士通株式会社　環境本部
グリーン戦略統括部　	 スタッフ

3 5 水 資源循環や再生可能エネ
ルギーの実際を学ぶ

かわさきエコ暮らし未来館や資源化
処理施設、メガソーラーの見学 かわさきエコ暮らし未来館職員

4 6 木 身近な材料を使って電池
を作る

身近な材料で電池を作り、発電体験
を通して、節電について考える

地球温暖化防止活動推進センター　
省エネグループ
　	水谷　行久、八木　洋一、松下　

和夫、新垣　辰夫、小松原　洋子
吉松　富壽子、　狩俣　松枝

5 7 金 エコクッキングを学ぶ
エコクッキングについて実践を通し
て学び、環境に優しい生活について
考える

地球温暖化防止活動推進センター　
グリーンコンシューマーグループ　
　	浦野　逸子、河野　和子、徳野　

千鶴子、庄司　佳子

●開設場所　橘分館　他 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00 

●対　　象　小学生以上の関心のある方

●参加者数　15 人（男 7人、女 8人） ●延べ人数　70 人
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宮前　市民エンパワーメント研修
タイトル：コミュニティカフェ運営者養成講座
主　　題：多様な世代が活躍できる場を作り、活動を行う団体を育成する

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 8 木 お互いを知る メンバー同士の交流を深める 	 職員

2 15 木 コミュニティカフェの概
念を考える

コミュニティカフェについて地域活
動やボランティアの観点から考える

宮前市民館運営審議会
委員長　　　　　　	 　川西　和子

3 27 火 コミュニティカフェの実
際を知る①

宮前区で既に活動中のカフェに参加
して、交流の楽しやさ運営方法を学
ぶ

市民自主企画事業「市民館 de ロビー
カフェ」	 企画委員

4 11 12 木 多様な形態のコミュニ
ティカフェを知る

コミュニティカフェ運営当事者から
考え方や運営方法、苦労や喜び等を
学ぶ

ＮＰＯ法人ぐるっと緑道
代表　	 塩入　広中、大塩　桂子

5 20 金 コミュニティカフェの実
際を知る②

宮前区で既に活動中のカフェに参加
して、交流の楽しやさ運営方法を学
ぶ

市民自主企画事業「国際おしゃべり
サロン宮前」	 企画委員

6 26 木 具体的な構想を練る コミュニティカフェのコンテンツ作
り 	 川西　和子

●開設場所　宮前市民館 ●時 間 帯　13：00 ～ 15：00 

●対　　象　関心のある方

●参加者数　7人（男 1人、女 6人） ●延べ人数　32 人

菅生　市民エンパワーメント研修
タイトル：発見！やりがい ･いきがい ･つながりあい
主　　題：地域での市民活動やボランティア活動へのきっかけを作る

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 20 火 講座のねらいを理解し、
受講者が知り合う

オ リ エ ン テ ― シ ョ ン　　　　　　　　　　
自己紹介 	 職員

2 27 火 私のいきがい・地域との
関わりを学ぶ

「ひと×まち」から、うまれるもの
とは何かを聞く

聖徳大学　准教授
　　　　　　　　	 　齊藤　ゆか

3 11 10 火

市民活動・ボランティア
活動を行うためのきかっ
けを作る

地域でサークル活動をしている方の
話を聞き、体験し、語り合う

キラキラ☆ YOGA
代表	 駒井　美穂
ありんこクラブ
代表	 多田　洋子

4 17 火 地域でボランティア活動をしている
方の話を聞き、体験し、語り合う

菅生小学校花ボラ
代表	 薗部　道代
ルピナス絵本の会
代表	 村田　宮子
保育ボランティア「つくしんぼ」
	 渡部　清子

5 24 火 講座を振り返り、今後の
活動について考える これからの活動について語り合う 	 職員

●開設場所　菅生分館 ●時 間 帯　10：00 ～ 11 ：00 

●対　　象　関心のある方

●参加者数　18 人（男 1人、女 17 人） ●延べ人数　50 人

●保育内容　自由遊び ●保育参加者数　10 人（男 6人、女 4人）

●保 育 者　つくしんぼ
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多摩　市民エンパワーメント研修
タイトル：若者がまちをプロデュース！
主　　題：あなたの感性と視点がまちを変える

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 7 水
学生たちが自身と向き合
い、まちの活性化のため
に身近にできることにつ
いて考える機会を提供す
るとともに、若者の発想
を地域の活性化に生か
す。また、就職・学校生
活・仲間づくりなど若者
を取り巻く環境に焦点を
当てた内容を盛り込むこ
とにより、若者の学習機
会の支援につなげる

市内の企業の担当者を招き、企業が
行っている地域への取組などについ
て学ぶ

株式会社川崎フロンターレサッカー
事業部プロモーション部長　
	 天野　春果

2 14 水 チラシや SNS などを用いた効果的
な広報のノウハウについて学ぶ

ハナマルキャリア総合研究所キャリ
アカウンセラー　	 永井　恵子

3 21 水
自分の長所・強みについて考え、ま
ちの活性化のためにできることを考
える

三井化学株式会社　	 長井　盛彦

4 28 水
自分が生活しているまちについてあ
らためて参加者同士で話し合い、共
有する

	 職員

●開設場所　多摩市民館 ●時 間 帯　18：00 ～ 20：30 

●対　　象　市内在住・在学の高校生～ 25 歳まで

●参加者数　8人（男 1人、女 7人） ●延べ人数　36 人

麻生　地域の防災を考える～実践ワーク～
主　　題：突然の災害に備えて知識やスキルを習得する

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 2 9 火 防災の心構えを知る オリエンテーション 麻生区役所危機管理担当
担当係長　	 村松　真

2 2 16 火 防災対策やボランティア
活動の実施例を知る グループワーク

NPO 法人　神奈川災害ボランティ
アネットワーク
理事長	 　植山　利昭

3 2 23 火 災害時に役に立つ技術を
学ぶ

ロープワーク
・簡易テントの設置（実習）

公益財団法人	SL 災害ボランティア
ネットワーク
代表理事　	 濱田　政宏	
理事　　	 　森　清一	

4 3 8 火 家庭における防災を考え
る

家具の固定
（実習）

家具固定市民活動家
	 篠原　進

5 3 15 火 実際の災害対応を知る 災害エスノグラフィー 麻生区役所危機管理担当
担当係長	 　村松　真

●開設場所　麻生市民館 ●時 間 帯　14：00 ～ 16：00 

●対　　象　関心のある方

●参加者数　7人（男 4人、女 3人） ●延べ人数　27 人
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岡上　市民エンパワーメント研修
タイトル：地産地消を楽しみながらエコ活動を考える
主　　題：受講者自身が身近な環境問題を考える機会を持つ

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 25 金 オリエンテーション 受講者同士が知り合う
様々な活動団体を知る

かわさきかえるプロジェクト
クールアース推進委員	 　林　惠美

2 10 9 金
かわさきかえるプロジェ
クトの活動

かわさきかえるプロジェクトの活動
事例を学ぶ。ＢＤＦ車の見学

かわさきかえるプロジェクト
　　	 　山口　和子

3 23 金
「菜の花プロジェクト」の活動事例
を学ぶ。麻生産なたね油のテイス
ティング

かわさきかえるプロジェクト
クールアース推進委員　	 林　惠美

4 11 6 金 麻生区クールアース推進
委員会の活動

麻生区クールアース推進委員会の活
動事例を学ぶ

麻生区クールアース推進委員　
　　　	 　岩田　輝夫

5 20 金 食から考えるエコ活動、
まとめ

食の安全から見たエコ活動の大切さ
を学ぶ。地場産食材の蒸しケーキ作
り

食の安全を考える会　主宰
　　	 　野本　健司

●開設場所　岡上分館 ●時 間 帯　10：00 ～ 12：00 

●対　　象　関心のある方

●参加者数　22 人（男 2人、女 20 人） ●延べ人数　42 人

岡上　市民エンパワーメント研修
タイトル：演劇で地域を元気にしよう！
主　　題：演技体験を通して、地域参加意欲を高める

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 11 7 土 オリエンテーション 俳優の演技と挨拶の意味、演技とは
何かを学ぶ

映画監督
（元）日本テレビ　チーフディレク
ター
日本映画監督協会　理事
　　	 佐藤　重直

2 21 土

演じることの体験

発声、滑舌の訓練を行い、よりスムー
ズな発声法を学ぶ

3 12 5 土 エチュード（練習用台本）を用い、
演じることを体験する4 19 土

5 1 16 土 感情・表情・動きを入れて、演じて
みる

6 30 土 台詞を覚え、演じてみる

7 2 13 土 舞台と映像の違い 舞台と映像（映画・テレビ）の演技
の違いを学ぶ

8 27 土 台本を用いた演じること
の体験

舞台・映像台本を用いた演技を体験
する

9 3 12 土 まとめ 感想の発表と交流

●開設場所　岡上分館 ●時 間 帯　13：00 ～ 15：00 

●対　　象　関心のある方

●参加者数　23 人（男 7人、女 16 人） ●延べ人数　143 人
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館
名 部　会 日時・内容

参加

者数
講　　師

教
育
文
化
会
館

成人

5 月 9 日（金）午前　PTA家庭教育学級の企画運営 66 	 職員
5 月19日（火）午前　PTA会員への情報提供 41 社会教育指導員	 　土方　美喜

2 月19日（金）午前　PTA家庭教育学級報告会 39
アイプロジェクト代表　

大西　素子

広報
5 月14日（木）午前　広報誌の役割 59

元はるひ野小中学校広報委員長
				　　　　　　　　		河野　一美

5 月14日（木）午後　広報誌の作成 57
（株）千代田ブループリント代表
　	 	秦　琢二

校外 6 月 2 日（火）午前　校外委員の役割について 50 NPO 法人　CAP かながわ

全体会 7 月11日（土）午後　小児糖尿病について 270
聖マリアンナ医科大学　小児学科

　曽根田　瞬

幸
市
民
館

成人

4 月23日（金）午前　委員会活動の役割を学ぶ 41 	 職員

5 月21日（金）午前　家庭教育学級の企画について 34
参画はぐくみ工房　
代表　	 竹迫　和代

6 月 4 日（火）午前　PTA家庭教育学級相談会 36 	 職員

2 月25日（木）午後　家庭地域教育学級報告会 39 	 職員

広報
5 月15日（火）午前　委員会の役割と活動意義 31

元はるひ野小中学校広報委員会　
	 　河野　一美

5 月22日（金）午前　広報誌の作り方 34
㈱　千代田ブループリント　
代表取締役	 　秦　琢二

校外 5 月14日（木）午前　校外委員会の活動と役割 38

幸警察署生活安全課　	 福坂　優
幸警察署交通課　	 伏原　誠
神奈川県警察本部少年育成課少年
相談・保護センター係長
	 　興梠　教三

三役部会 5 月28日（金）午前　役員の活動と役割 34
下小田小学校　PTA 会長　
	 宮田　大輔

学年・学級 5 月29日（土）午前　学年学級員会の活動と役割 35
幸区役所　こども支援室　
	 西谷　秀人

中
原
市
民
館

学年学級部会
（小・聾学校）

5 月22日（金）10：00～12：00　これからの活動のために 36 子育てアドバイザー
	 三星　とく子　		10月 9 日（金）10：00～12：00　前半の活動をふりかえって 40

学年学級部会
（中学校）

6 月 4 日（木）10：00～12：00　これからの活動のために 20 子育てアドバイザー　
	 三星　とく子　		11月 6 日（金）10：00～12：00　前半の活動をふりかえって 17

校外部会
（小・聾学校）

6 月11日（木）10：00～12：00　こどもを守るために　　　 36
うさぎママのパトロール教室主宰
安全インストラクター
	 武田　信彦

校外部会
（中学校）

6 月19日（金）10：00～12：00　こどもを守るために 18
中原警察署スクールサポーター
	 小川　照夫

広報部会
（小・中・聾学校）

5 月15日（金）10：00～12：00　　広報紙づくり（基礎知識） 50
㈱ホクシン
製作部	 　豊下　裕司

6 月 5 日（金）10：00～12：00　　広報紙づくり（紙面づくり） 51
㈲ねこのしっぽ
代表取締役	 　内田　朋紀

成人教育部会
（小・聾学校）

4 月24日（金）10：00～12：00　ＰＴＡ家庭教育学級説明会 57 職員

6 月18日（木）10：00～12：00　チラシづくりについて 31
㈲コミュニティサポートネット
チーフマネージャー
	 斎藤　千恵

2 月19日（金）10：00～12：00　活動をふりかえって 30 	 職員
成人教育部会
（中学校）

5 月14日（木）10：00～12：00　これからの活動のために
2 月26日（金）10：00～12：00　活動をふりかえって

18
18

	 職員

役員研修会
（小・中・聾学校）

6 月26日（金）10：00～12：30　よりよいＰＴＡ活動のために 85
NPO 法人日本交流分析協会
交流分析士教授　下平　久美子
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高
津
市
民
館

成人
5 月14日（木）午前　成人委員会の意義・目的・活動を考える 32

（有）コミュニティサポートネット
	 　斎藤　千恵

9 月10日（木）午前　委員会活動の情報交換 33

広報
5 月21日（木）午前　広報委員会の意義・目的・活動 32
9 月17日（木）午前　広報誌づくりの情報交換 34

校外 6 月 4 日（木）午前　校外委員会の活動について 33 高津警察署		生活安全課職員 2 名

役員 6 月18日（木）午前　ＰＴＡ活動活性化のための役員の仕事 32
高津区ＰＴＡ協議会
元副会長　			 					平古場　博子

学年学級
5 月28日（木）午前　	学年学級委員会の意義・目的・活動（小学校） 28

川崎市ＰＴＡ連絡協議会
元副会長					 					東出　ゆかり

6 月10日（水）午前　学年学級委員会の意義・目的・活動（中学校） 12 	 		東出　ゆかり

テーマ別研修

6 月27日（土）午前　不登校の子どもへの理解と支援 30
総合教育センター　教育相談セン
ター	指導主事　			 				中川　薫

7 月 2 日（木）午前　子ども達の体力や運動能力の現状と課題 32
教育委員会健康教育課
指導主事　										 		辻　敏明

10月31日（土）午前　インクルーシブ教育とは 26
田園調布学園大学教授
																	 			鈴木　文治

宮
前
市
民
館

成人

4 月23日（木）午前　PTA家庭教育学級の企画運営 50 職員

6 月29日（月）午前　成人委員会活動に必要な基本的知識 50
（公財）かわさき市民活動センター
　　　	 三星　とく子

2 月25日（木）午前　PTA家庭教育学級報告会 46 職員

広報
5 月12日（火）午前　広報委員の活動のポイント 56

㈱神奈川新聞社　川崎総局長　
	 小松　裕史

5 月21日（木）午前　紙面づくりに有用な技術を学ぶ 57
㈱ mugroom　代表取締役　
	 村瀬　成人

校外 5 月19日（火）午前　校外委員会の学校や地域での活動と役割 56
宮前警察署　生活安全課防犯少年
係	 　松浦　祥一

役員会
5 月28日（木）午前　	ＰＴＡ役員という立場で青少年と向き合うこ

とについて
55

川崎市ＰＴＡ協議会　事務局長
	 　宮嶋　普子

学年学級
5 月26日（火）午前　	学年・学級委員会の学校や地域での活動と役

割
60

㈲コミュニティサポートネット
	 　斎藤　千恵

多
摩
市
民
館

成人 5 月20日（水）午前　成人委員の役割と活動について 52
社会教育指導員	 土方　美喜

学年
5 月25日（木）午前　小学校の学年委員の役割 33
5 月26日（金）午前　中学校の学年委員の役割 18

広報
5 月12日（火）午前　広報委員会の役割と活動について 57

株式会社ステップ	　伊藤　千代美
5 月13日（水）午前　広報誌を作成してみよう 55

校外
5 月21日（木）午前　	多摩区の小中学生を取り巻く現状を知り活か

す
56

多摩区青少年指導員会長　
	 関　敦司

役員会
6 月17日（水）午前　PTA役員の役割と情報交換
　　　　　　　　　　	第 2 次川崎市教育進行基本計画川崎教育プラ

ン説明
65

アンガーマネジメント
	 　松村　聖也

川崎市教育委員会　

麻
生
市
民
館

成人

4 月17日（金）午前　PTA家庭教育学級説明会 48 	 職員
5 月26日（火）午前　成人委員の活動について経験者より学ぶ 57 元金程中・王中小成人委員
9 月29日（火）午前　PTA家庭教育学級情報交換会 45

	 職員
2 月23日（火）午前　PTA家庭教育学級報告会 53

役員会 4 月18日（土）午前　PTA役員研修 71 麻生区ＰＴＡ協議会役員

学年
5 月 7 日（木）午前　PTA活動の基本・学年委員の役割（小学校） 31 社会教育指導員	 　土方　美喜

5 月27日（水）午前　学年委員の目的と役割（中学校） 20
岡上分館非常勤職員
	 三上　由加利

広報
5 月19日（火）午前　	広報委員会の目的と役割・広報紙紙面作りに

ついて
58

アンパサント　代表
　　　　　　　	 　　安藤　孝史

校外
5 月22日（金）午前　	校外委員会の役割と目的～地域の安全につい

て～
64

麻生警察署　生活安全課　
	 　平田　正明　黒野　邦子

＜ 120 ＞ 　’15 教文・市民館活動報告書　Ⅳ 2（2）ＰＴＡ活動研修



川崎区生涯学習交流集会
日　時 3 月 12 日 10：00 ～ 12：00 会　場 教育文化会館 参加者 23 人	

テーマ つながる、ひろがる

内　容

交流ビンゴ
ブース展示の見学
講師：教育改革推進協議会委員　杉村　寿重

幸区生涯学習交流集会
1 月 30 日（土） 13：00 ～ 16：00 会　場 幸市民館 参加者 	30 人	

テーマ 市民提案事業の報告会＆交流会（ワールドカフェ）

内　容

市民自主学級・市民自主企画事業の各グループの 1 年の活動報告学習の成果発表。
講師の方を招いて、各テーマごとにグループに分かれ、意見を出し合い、他グループとの交流を通して、今後の
活動に活かす。
参加団体：	13 団体
講師：竹迫　和代（まちづくり工房）

中原区生涯学習交流集会
日　時 3 月 5 日（土） 13：30 ～ 16：30 会　場 中原市民館 参加者 26 人	

テーマ 中原市民館を中心に自主的な活動をしている団体の事業報告と交流会

内　容

中原市民館を中心に自主的な活動をしている団体・サークルによる活動報告
・	平成 26 年度市民自主学級・市民自主企画事業及び中原市民館を中心に自主的な活動をしている団体の事業報告

会（8 団体）
　講演「中原区から始めよう！地域活動はじめの一歩！」
　講師：（公財）かわさき市民活動センター　理事長　小倉　敬子
・交流会
・地域で自主的な活動をしている団体による活動紹介のためのパネル展示

高津区生涯学習交流集会
日　時 1 月 23 日（土） 10：00 ～ 11：30 会　場 高津市民館 参加者 	37 人	

テーマ グループ室連絡会

内　容 グループ室利用団体同士の情報交換や交流促進、市民の生涯学習活動の活性化

日　時 2 月 23 日～ 3 月 15 日 全日 会　場 高津市民館 参加者 	10 団体	

テーマ グループ活動紹介展

内　容 地域で活動している自主学習グループの活動を紹介するポスター展示

宮前区生涯学習交流集会
日　時 3 月 12 日（土） 13：30 ～ 16：00 会　場 宮前市民館 参加者 30 人	

テーマ 私の夢を実現しました！

内　容

市民自主学級・自主企画事業の活動成果を発表。全 9 団体。
講話「継続した活動のために必要なこと」
講師（公財）かわさき市民活動センター　理事長　小倉　敬子

Ⅳ 2（3）　生涯学習交流集会

川崎区生涯学習交流集会
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多摩区生涯学習交流集会
日　時 3 月 12 日（土） 13：30 ～ 16：00 会　場 多摩市民館 参加者 	23 人	

テーマ 市民自主学級・市民自主企画事業・企画運営委員会・実行委員会・ボランティア事業報告会

内　容

・市民自主学級・自民自主企画事業の市民館事業を振り返り、市民協働による多摩区の社会教育について話し合
う
・参加団体：10 団体
・運営審議会委員、学識者からの講評、アドバイス
　	講評　岩本　陽児（和光大学　教授）、大下　勝巳（多摩市民館運営審議会委員）、小林　裕子（多摩市民館運

営審議会委員）

麻生区生涯学習交流集会
日　時 1 月 23 日（土） 13：30 ～ 16：30 会　場 麻生市民館 参加者 	20 人	

テーマ 市民提案事業の報告会＆交流会

内　容

市民自主学級・市民自主企画事業の各グループの 1 年の活動のまとめとして、学習の成果を発表する。有識者や
他グループからアドバイスをもらい、他グループとの交流を通して、今後の活動に活かす。
参加団体：	7 団体
講評：井上　俊夫（麻生市民館運営審議会）、鈴木　浩子（麻生区地域教育会議）、遠藤　誠司（麻生区 PTA 協議会）
講師：山澤　和子（日本女子大学　助教）

岡上分館生涯学習交流集会
日　時 2 月 27 日（土） 10：00 ～ 12：00 会　場 岡上分館 参加者 9 人	

テーマ 市民自主学級・市民自主企画事業の報告会と交流
内　容 市民自主学級・市民自主企画事業の報告会、意見交換、交流など
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中原市民館　表現�舞台活動支援事業 実施団体 なかはらアクトストリート実行委員会

テーマ なかはらアクトストリート 2016

発　表

日　時 2 月 20 日（土）　10：00 ～ 17：30（ギャラリー展示は 17：00 まで）

会　場
中原市民館全館、かわさき市民活動センター
フリースペース  参加者数等 1,020 人

内　容

中原市民館を、様々な表現がクロス（交差）する「ストリート」に見立て、観客参加型のコ
ンサートやワークショップを通じて、文化の振興、市民同士の交流、活気ある地域づくりを
促進する。
パフォーマンス
和太鼓、ダンス、キッズダンス、和楽器演奏、邦楽ポップス、ミュージカル、オペラ、唱歌、
など
ワークショップ・ギャラリー展示
折り紙、ステンド画、コルクアート、モビールアート
参加者内訳
出演者（17 団体 4 個人）、実行委員 23 人を含め、当日来場者 600 人
ギャラリー来場者　420 人（当日来場者と重複）

多摩市民館　表現�舞台活動支援事業（1） 実施団体 表現・舞台活動支援事業実行委員会

テーマ 表現ワークショップ /クラウン

①練習

日　時 10 月 7 日（水）～ 12 月 9 日（水）全 8 回

会　場 多摩市民館　体育室  参加者数等 11 人

内　容
クラウンのパフォーマンスなどの技術を身につけるためのワークショップを開催し ,
このワークショップで学んだ成果を 12 月 13 日（日）開催のちっちゃい演劇フェスティバル
Vol.7 で発表した

②発表

日　時 12 月 13 日（日）

会　場 多摩市民館　大会議室  参加者数等 10 人

内　容
クラウンワークショップで練習したパフォーマンス、ジャグリング等ワークショップに参加
した全員で役割分担し、大会議室で発表した

多摩市民館　表現�舞台活動支援事業（2） 実施団体 表現・舞台活動支援事業実行委員会

テーマ ちっちゃい演劇フェスティバル　VOL.7

発　表

日　時 12 月 13 日（日）　　　13：00 ～ 16：30

会　場 多摩市民館　大会議室  参加者数等 観客　延べ 250 人

内　容

地域で演劇を中心に表現活動をしているグループの発表と交流の場として開催し、地域で気
軽に演劇に親しめる機会を提供した

［出演団体］
①「キッズジャスダンス」　②「クラウンワークショップ」　③「猫と金魚」　④いまいただ
し　⑤演劇ぽけっと　たま 2　⑥白百合朗読会　⑦Ｍｅｒｃｉ　⑧アンサンブルでまちづく
り 2015　⑨千田　恵子　⑩スイートスカンク
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麻生市民館　表現�舞台活動支援事業 実施団体 あさおサウンド＆ヴィジョン

テーマ あさお SOUND&VISION　2016

①練習

日　時 3 月 11 日（金）13：00	～	19：00

会　場 麻生市民館　大ホール  参加者数等 

内　容 リハーサル

②発表

日　時 3 月 12 日（土）13：30	～	18：00

会　場 麻生市民館　大ホール  参加者数等 800 人

内　容

市民の手による、音楽、ダンス、パフォーマンスの総合フェスティバル
運営スタッフ　15 人、出演団体　13 団体

（マカナニ渡邉フラスタジオ「アロヒ」、岡上オカリナくらぶ、141chan、アラフォーアイド
ル　サムライローズ、ANOTHER	SIDE、Singer	haru、ニューリリィアンサンブル、フィール
ダンスクラブ、ハーラウ　ルー　レフア、ブリリアントスターズ、猫と金魚、SYIYOK	with	
haru、王禅寺ブルース＆阿波踊り研究会）
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幸市民館

対象 川崎市内在住・在勤・在学の人 開設期間
4 月 5 日（金）～ 3 月 18 日（金）　13：30 ～ 16：00　計 36
回

内容
生涯学習情報・市民活動情報を収集・整理し、幸市民館玄関ロビーにて、週 1 回、学習相談と情報提供
を行う。

相談 生涯学習相談ボランティア「ぷらす」、幸区文化協会、幸サークル連絡会 件数 75

中原市民館

対象 川崎市内在住・在勤・在学の人 開設期間
4 月 1 日～ 3 月 30 日（水）10：00 ～ 12：30　13：30 ～ 16：00　
計 48 回

内容
市民の学習活動を支援するため、様々な学習情報・市民活動情報を収集 ･ 整理し、公開 ･ 提供する。生
涯学習相談ルーム「アスク」で、学習についての情報照会 ･ 相談に対応する。

相談 生涯学習相談員 14 人が交替で対応 件数 178 人

多摩市民館

対象 川崎市内在住・在勤・在学の人 開設期間
4 月 7 日（火）～ 3 月 29 日（火）10：00 ～ 12：00 第 3 火曜
は 13：00 ～ 15：00 も　計 56 回

内容 市内の生涯学習ニーズに、学習相談によりサークルや行事の紹介を行い、生涯学習の振興を図る

相談 多摩市民館生涯学習相談ボランティアによる相談対応 件数 26

麻生市民館

対象 川崎市内在住・在勤・在学の人 開設期間
4 月 1 日（水）～ 3 月 30 日（水）10：00 ～ 12：00	13：00 ～
15：00　40 回

内容 市民の学習と活動を支援。様々な学習や市民活動について学習相談を実施し、情報交換を行う。

相談 麻生市民館生涯学習相談ボランティアによる相談対応 件数 97

岡上分館

対象 川崎市内在住・在勤・在学の人 開設期間 4 月 1 日（水）～ 3 月 31 日（木）　9：00 ～ 16：50

内容 郷土資料コーナーにおける学習情報提供と日常の学習情報提供と相談対応

相談 必要に応じ、郷土誌会会員による相談対応・職員による相談対応 件数 19
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